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※本機器を安全にご使用いただ く ために
●取扱説明書に対する注意

1) 取扱説明書は、 最終ユーザまでお届けいただきますよ う お願いし ます。

2) 本製品の操作は、 取扱説明書をよ く 読んで内容を理解し た後に行なって下さい。

3) 取扱説明書は、 本製品に含まれる機能詳細を説明する ものであ り、 お客様の特定目的に適合する も

のではあ り ません。

4) 取扱説明書の内容の一部または全部を無断で転載、 複製する こ とは固 く お断り いた し ます。

5) 取扱説明書の内容については、 将来予告無しに変更する こ とがあり ます。

6) 取扱説明書の内容については、 細心の注意を も って作成し ま し たが、 も し不審な点や誤り、 記載も

れなどお気付きのこ とがあり ま し たら当社営業所・サービスまたはお買い求めの代理店までご連絡

下さい。

●本製品の保護 ・ 安全および改善に関する注意

1) 当該製品および当該製品で、 制御するシステムの保護 ・ 安全のため当該製品を取り扱う際には、 取

扱説明書の安全に関する指示事項に従って下さい。 なお、 これらの指示事項に反する扱いを された

場合は、 当社は安全性の保証をいた し ません。

2) 本製品を、 安全に使用し ていただ く ため取扱説明書に使用するシンボルマークは下記の通り です。

この表示を無視し て誤っ た取り扱いをする と、 死亡し た り、 大けがを し た り するほ

か、 爆発 ・ 火災を引き起こす恐れがあ り ます。

この表示を無視し て誤っ た取り扱いをする と、 死亡、 大けが、 爆発、 火災の恐れが

あ り ます。

この表示を無視し て誤った取り扱いをする と、 けが、 物的損害の恐れがあり ます。

図記号の意味

記号は、 警告 （注意を含む） を促す事項を示し ています。

の中に具体的な警告内容 （左図は感電注意） が描かれています。

記号は、 し てはいけない行為 （禁止事項） を示し ています。

の中や近 く に具体的禁止内容 （左図は一般的禁止） が描かれています。

この記号は、 必ずし てほしい行為を示し ています。

の中に具体的な指示内容 （左図は一般的指示） が描かれています。

●電源が必要な製品について

1) 電源を使用し ている場合

機器の電源電圧が、 供給電源電圧に合っているか必ず確認し た上で本機器の電源をいれて下さい。

2) 危険地区で使用する場合

「新 ・ 工場電気設防爆指針」 に示される爆発性ガス ・ 蒸気の発生する危険雰囲気で も使用できる機

器がございます （0 種場所、 1 種場所および 2 種場所に設置）。 設置する場所に応じ て、 本質安全防

爆構造 ・ 耐圧防爆構造あるいは特殊防爆構造の機器を選定し て頂きご使用下さい。

これらの機器は安全性を確認するため、 取付 ・ 配線 ・ 配管など充分な注意が必要です。 また保守や

修理には安全のために制限が加えられてお り ます。

3) 外部接続が必要な場合

保護接地を確実に行なってから、 測定する対象や外部制御回路への接続を行って下さい。

●製品の返却に関する注意

製品を返却される場合、いかなる事情でも弊社従業員と技術員および取り扱いに関わるすべての関

係者の健康と安全に対する危険性を回避するために、 適正な洗浄を行なって く だ さい。

返却時には必ず添付 「安全 / 洗浄確認依頼書」 に記入し ていただき、 この依頼書と製品を必ず一緒

に送り く だ さい。

必要事項を記入し て頂かない限り、 ご依頼をお受けする こ とができません。

また返却の際、 弊社従業員あるいは技術員と必ず事前に打ち合わせの上、 返却を し て下さい。

危険

警告

注意
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安全／洗浄確認依頼書

物品を受け取る弊社従業員と技術員および、取扱いに関わるすべての関係者の健康と安全に対する危険性を回避する
ために、 適正な洗浄を行なっ て頂 く と共に被測定物についての的確な情報を記載下さ るよ う お願い申し上げます。
For the health and safety of all personnels related with returned instruments, please proceed proper cleaning and give the
precise information of the matter.

会社名 ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 担当者名 ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　  
（Company:） 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   （Person to contact:）

住所 ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   
（Address:）

電話 ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Ｆ Ａ Ｘ ： 　  　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  
（Tel.:） （Fax:）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  

返品理由／ Process data

型式 ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　  ｼﾘｱﾙﾅﾝﾊﾞｰ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  
（Type of instruments:） （Serial number:）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  

プロセスデータ／ Process data

特性／ Properties ：

私 （達） は、 返送し た製品に毒性 （酸性、 アルカ リ性溶液、 触媒体等） または すべての危険性がないこ と を こ こに承認し ます。
放射性汚染機器は放射線障害防止法に基づき、 お送り になる前に洗浄されていなければな り ません。
We herewith confirm, that the returned instruments are free of any dangerous or poisonous materials?acids, alkaline solutions, solvents?.

Radioactive contaminated instruments must be decontaminated according to the radiological safety regulations prior to shipment.

日付／ date ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 ご署名／ signature ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   

本依頼書は製品と一緒にお送り下さい。

修理／ Repair 校正／ Calibration 交換／ Exchange

返品／ Return その他／ Other 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

被測定物 ：
（Process matter:）

使用洗浄液名 ：
　 （Cleaned with ： ）

毒性／ Toxic 水と反応／ Reacts with water

腐食性／ Corrosive 水溶性／ Soluble in water

爆発性／ Explosive 判別不能／ Unknown

生物学的危険性／ Biologically dangerous 安全 / 洗浄確認依頼書をすべて記入し て頂かない限り、 ご依頼を
お受けする こ とができません。
The order can not be handled without the completed safety sheet.放射性／ Radioactive
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1 安全に関する注記

1.1 使用目的

イ ンテ リ ジェ ン ト タ ン ク ゲージ 　 プロサーボ NMS 5/7 シ リ ーズは、 タ ン ク内およびプロセスア
プ リ ケーシ ョ ンで、 高精度の液面測定を行い、 タ ン ク在庫管理、 減損コ ン ト ロール、 総費用の
節約、 安全な操作を実行し ます。
プロサーボ NMS5/7 はタ ン ク内の液面レベルを連続測定の他、 界面測定、 タ ン ク底計測、 密度
測定、 密度プロ フ ァ イルを行 う 目的で設計されています。

1.2 設置、 試験、 操作

･ 機器の取付け、 電気設備、 ス ター ト ア ッ プ、 および保守は設置のオペレータの許可を受けた
訓練された要員だけが実行でき ます。

･ 要員は必ずこ の操作マニュ アルを読んで理解し てから その指示を実行する必要があ り ます。

･ 機器の操作は、 施設のオペレータによ って許可および訓練された要員だけが実行でき ます。
本マニュ アルのすべての指示に必ず従って く ださい。

･ 取付け業者は、 配線図に従って測定システムが正し く 配線されている こ と を確認する必要が
あ り ます。 測定システムは、 接地する必要があ り ます。 

･ 設置、 試験、 操作に関連する法令、 通達、 規則を遵守し て く ださ い。

1.3 製品取扱い上の注意

電源部
電源を入れる前に ＮＭ Ｓ の電源部や周波数が仕様の範囲内であ る こ と をご確認 く ださい。 製品
の操作上、 適切な電圧をご使用 く ださい。 [10.1 ： 技術仕様］ をご参照 く ださい。

電源ケーブル
電源ケーブルは弊社指定のケーブルをご使用 く ださい。
必ず接地は行って く ださい。 [5.1 ： ケーブル接続］ をご参照 く ださい。

接地
電源が入っている状態でアース端子やアース線を外さ ないで く ださい。

周辺機器への接続
この取扱説明書で述べられている周辺機器への接続が可能ですが、 これらの周辺機器の機能等
はそれぞれの取扱説明書をご参照 く ださい。

1.4 操作の安全性

危険区域
･ 危険地区でのご使用には、 耐圧防爆構造の機器をご使用 く ださ い。
･ 危険地区において、 電源を入れた状態で NMS の蓋は絶対に開けないよ う お願い致し ます。
･ これらの機器の取付、 配線、 配管、 保守、 点検、 修理は防爆機器の使用に関する 「工場電気

設備」 等の関連する法令、 通達、 規則を遵守し て行って く ださい。 
･ ケーブルグ ラ ン ド はし っか り とお締め く ださい。
･ 防爆構造の NMS の改造、 変更は行わないで く ださい。
･ 防爆機器の使用に関する 「工場防爆電気設備」 等に基づいて保守や修理の際には弊社までご

連絡 く ださい。
警告！
この取扱説明書で書かれている以外のお取扱いを されますと、 事故につながる恐れがので絶対
にお止め く ださい。

1 安全に関する注記
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1.5 静電気対策

･ 導電率が 10-8S/ｍ 以下の可燃性液体に使用する場合は、 でき るだけステ ィ ルパイプを設置し、
ご使用 く ださい。

･ やむを得ずステ ィ ルパイプな しで使用する場合には、 液面計の操作には十分な静置時間を置
いてから行って く ださい。

･ 下表においてステ ィ ルパイプをつけた と きの静置時間は 10ｍ3 以下の値と な り ます。

1.6 修理依頼

本製品をエン ド レ ス + ハウザー社 に返送し て修理を依頼される場合には、 次の手順が必要です。
･ 「安全 / 洗浄確認依頼書」 に必要事項を詳し く 記入し、 必ず同封し て く ださい。 こ のデータが

ない と エン ド レ ス + ハウザー社では返送された装置の運搬、 検査、 修理に着手する こ と がで
き ません。

･ 必要に応じ て EN91/155/EEC のよ う な安全データ シー ト に特別な取扱いの指示を記述し て同
封し て く ださい。

･ 考え られる残留物物は完全に除去し て く ださ い。 液体が残っている恐れのあ るガスケ ッ ト の
溝や隙間には特に注意し て く ださい。 その液体が腐食性、 毒性、 発癌性、 放射性など、 人体
に有害な ものであれば細心の注意をお願いし ます。

注意！
この取扱説明書の巻頭に 「安全 / 洗浄確認依頼書」 があ り ます。

警告！
･ 有害物質が本体の傷の間やプラ スチッ ク材全体に浸透し ている可能性があ り ます。 本体を返

送し て修理を依頼される場合には、 このよ う な危険物質が完全に除去されていなければ受理
いた しかねます。

･ 洗浄の不完全な機器は、 廃棄物処理の対象と なった り 、 従業員の人体を害する ( 火傷など )
こ と があ り ます。 これが原因で発生する費用は、 すべて機器の運用者が負担する こ と にな り
ますのでお気をつけ く ださい。

1.7 廃棄

材質の異なる製品構成部品は分別し て廃棄し て く ださい。

帯電物体の導電率

〔S/cm〕

静置時間の推奨値

帯電物体の容積 　 〔ｍ3〕

＜ 10 10 ～ 50 50 ～ 100 ＞ 5000

＞ 10-8 ＞ 1 ＞ 1 ＞ 1 ＞ 2

10-8 　 ～ 　 10-12 ＞ 2 ＞ 3 ＞ 10 ＞ 30

10-12 　 ～ 　 10-14 ＞ 4 ＞ 5 ＞ 60 ＞ 120

＜ 10-14 ＞ 10 ＞ 10 ＞ 120 ＞ 240

1 安全に関する注記



プロサーボ NMS 5/7

Endress+Hauser 7

1.8 ソ フ ト ウ ェ ア履歴

1.9 エン ド レス＋ハウザー ジャパン株式会社の連絡先 

エン ド レ スハウザージ ャパン ( 株 ) の住所は、 本取扱説明書の裏表紙に記載されたお り ます。 ご
質問などございま し た ら、 弊社ヘルプデス ク、 最寄の弊社営業所、 または代理店にお気軽にお
問い合わせ く ださい。

ソ フ ト ウ ェアバージ ョ ン / 

データ

ソ フ ト ウ ェ アの変更 ド キ ュ メ ン ト の変更

V2.13, 96.9~ オ リ ジナル リ リ ース BA001N/08/en/09.98

V2.20, 97.10~ T2 :TCB-2, V1: R ＆ S コマン ド BA001N/08/en/11.97

V4.06, 98.04~ HART マス ター , T4 : TCB-4

V4.06, 98.04~ HART マス ター T ＆ W, T4:TCB-4

V4.08X, 98.08~ upper stop speed reduction 3-step

V4.20, 98.08~ WM550, Commuwin II 表示 , エレ メ ン ト BA001N/08/en/12.99

V4.20, 98.09~ T&W BA001N/08/en/12.99

V4.22, 00.05~ HART line 選択

ス タ テ ィ ッ ク マ ト リ ッ ク スの項目追加 : ガス温度、

マ イナスデータの自動通信

レベル測定 6 桁データ処理

メ モ リ ー消去 

体積計算マ ト リ ッ ク ス削除

V4.23B, 00.09~ 標準 リ リ ース、 ア ラーム出力、 NMT レベル選択

V4.24, 01.04~ 標準 リ リ ース BA001N/08/en/03.01

V4.24 OSP, 01.06~ オーバース ピル プロ テ ク シ ョ ン

V4.24 T&W, 01.07~ T&W 仕様

V4.24 T2, 02.02~ TCB-2 CPU, NMT, V1 液面測定

V4.25, 02.09~ 密度プロ フ ァ イル機能 BA001N/08/en/02.02

V4.27, 04.09~ Level hold マ ト リ ッ ク ス , 　 ホーム画面上のみのエ

ラー表示

BA001N/08/en/11.04

V4.27 T6/T&O, 05.11~ W&M および オーバース ピル プロ テ ク シ ョ ン BA001N/08/en/03.06

V4.27 A, from 05.07 標準 リ リ ース

V4.27 B, from 09.08 標準 リ リ ース BA001N/08/en/01.09

V4.27 C, from 04.09 プロ ア ク テ ィ ブ セーフテ ィ 機能 BA1001N/08/en/04.09

1 安全に関する注記
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1.10 安全に関する表記規則と記号

本マニュ アルでは、 安全確保の手順も し く は代替操作手順を強調するために以下の表記規則が
使用されてお り 、 左の欄にそれぞれの該当する ア イ コ ンが表示されています。

安全に関する表記規則

危険！
「危険！」 記号は、 適切に行わなければ人体の損傷、 安全を損な う 事故、 あ るいは計器の
破損を招 く 操作または手順を強調し ます。

警告！
「警告！」 記号は、 適切に行わなければ人体の損傷、 あ るいは計器本体の誤動作を招 く 操
作または手順を強調し ます。

注意！
「注意！」 記号は、 適切に行わなければ操作への間接的悪影響、 あ るいは計器の予測を超
えた応答につながる操作または手順を強調し ます。

防爆防止

防爆認定装置
プロサーボの型式表示板に この記号があ る場合には、 爆発危険区域で使用する こ と がで
き ます。

爆発の危険のある区域
図面中で爆発危険区域の表示に用いる記号。 - 「爆発危険区域」 と表示された区域内に設
置される装置および配線は、 適切な防爆認定を受けていなければな り ません。

安全区域 ( 爆発の危険がない区域 )
図面中で爆発の危険がない区域の表示に用いる記号 ( 必要な場合にのみ使用 )。 　 - 安全
区域に設置される装置であって も、 それから出る配線が防爆危険区域に入る も のであれ
ば防爆認定を受けていなければな り ません。 

電気系統

直流電圧
直流電圧がかかっている、 あ るいは直流電流が流れている端子。

交流電圧
交流 （正弦波） 電圧がかかっている、 あ るいは交流電流が流れている端子。

接地 ( アーズ ) 端子
操作員のために既に一定の接地システムを用いて接地 ( アース ) された端子。

保護用接地 ( アース ) 端子
他の接続が行われる以前に接地されていなければな ら ない端子。

等電位接続 ( アース結合 )
設備の接地システム と接続する必要な端子 ： これはそれぞれの国や社会のや り 方によ っ
て、 例えば等電位線あ るいは星型結線接地システムなどがあ り ます。 

EX

EX

1 安全に関する注記
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2 識別

2.1 装置の表示

2.1.1 銘板

計器の銘板には以下の仕様が示されています。

ATEX ： Ex d/Ex d[ia] (NMS5-2,5-5,5-6)

ATEX ： Ex d/Ex d[ia] 

2 識別
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Zone1 ATEX : Ex d

FM : XP

2 識別
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FM : XP-AIS

CSA : Ex d[ia]

2 識別
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CSA : Ex d

TIIS ： Ex d_ ステンレスハウジング

2 識別
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2.2 型式

2.2.1 プロサーボ NMS5

10 最高使用圧力 ( ド ラム室材質 )

1 19.8kPa / アル ミ

2 19.8kPa / ステン レ ス

4 0.58MPa / アル ミ

5 0.58MPa / ステン レ ス

6 2.45MPa / ステン レ ス

9 特殊

20 構造

0 IP 67 / NEMA 4X

1 Ex d IIB T4, TIIS

2 EEx d IIB T6, CENELEC

3 EEx d IIB T6, PTB Zone 0 ( ステン レ ス製ド ラ ムチャ ンバのみ対象 )

5 XP Class 1, Div. 1, Gr. CD, FM

6 Class 1, Div. 1, Gr. CD, CSA

F EEx d IIB T6, ATEX 

G EEx d IIB T6, ATEX Zone 0 ( ステン レ ス製 ド ラ ムチャ ンバのみ対象 ) 

H EEx d [ia] IIB T6, ATEX 

J EEx d [ia] IIB T6, ATEX Zone 0 ( ステン レ ス製 ド ラ ムチャ ンバのみ対象 )

N XP-AIS Class 1, Div.1, Gr. CD, FM: FM EEx d[ia]

P EEx d IIC T6, ATEX

Q EEx d IIC T6, ATEX Zone 0 ( ステン レ ス製 ド ラ ムチャ ンバのみ対象 ) 

R EEx d IIB T6, ATEX, -40 dec.

S EEx d IIB T6, ATEX, Zone 0 -40 dec. ( ステン レ ス製 ド ラ ムチャ ンバのみ対象 )

9 特殊

30 機能

A 液面レベル ( 標準 )

B 液面レベル、 PTB (T&W) 保税モー ド

C 液面レベル、 NMi (T&W) 保税モー ド

D 液面レベル、 2 ｘ 界面レベル、 タ ン ク底レベル、 密度 3 液種 

E 液面レベル、 2 ｘ 界面レベル、 タ ン ク底レベル、 密度 3 液種 　 PTB (T&W) 保税 (Φ110 ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｰｻ )

F 液面レベル、 2 ｘ 界面レベル、 タ ン ク底レベル、 密度 3 液種 　 NMi(T&W) 保税 (Φ110 ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｰｻ )

G 複数の密度プロ フ ァ イル、 液面レベル、 界面レベル、 タ ン ク底レベル、 密度 3 液種

H 密度プロ フ ァ イル、 液面レベル、 界面レベル、 タ ン ク底レベル、 密度 3 液種、 PTB (T&W) 保税
モード

J 密度プロ フ ァ イル、 液面レベル、 界面レベル、 タ ン ク底レベル、 密度 3 液種、 NMi (T&W) 保税
モード

Ｙ 特殊

40 メ イ ン出力 ( 表示 ： バッ ク ラ イ ト 付 LCD 表示 )

N Enraf BPM

P RS 485 Modbus

F な し

A 新双方向 2 線出力 ( V1/MDP)

J 旧双方向 2 線出力 ( MDP)

B 旧双方向 2 線出力 (BBB)

C 旧双方向 2 線出力 (MIC + RS-232C)

D 旧双方向 2 線出力 (MIC RS232C 出力以外 )

E RS 485 ラ ッ クバス

G HART ( ア ク テ ィ ブ )

H HART ( パッ シブ )

L Whessoematic 550 　 ( 避雷器付 )

M Mark / Space

Ｙ 特殊

50 サブ出力

0 な し

1 SPST ｘ ４ 点

2 DC4 - 20 mA (x 2 出力 )

3 SPSTx4 点 + 4 - 20 mA 出力 (x 2 出力 )

4 ｵｰﾊﾞｰｽﾋﾟﾙﾌﾟﾛﾃｸｼｮﾝ ( SPSTx ２ 点 )

5 SPSTx ４ 点 , 4 - 20 mA, 1 点

9 特殊

NMS5- 仕様コー ド ( 次ページに続 く )

2 識別
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60 入力 (NMT と スポ ッ ト 温度計併用は不可 )

0 ローカル HART ( 標準 ) (e.g. NMT, NRF)

1 ローカル HART + スポ ッ ト 温度計 

2 ローカル HART + 操作接点入力、 ３ 点

3 ローカル HART + スポ ッ ト 温度計 + 操作接点入力

4 ローカル HART + ステータ ス 1 入力

5 ローカル HART + スポ ッ ト 温度計 + ステータ ス 1 入力

6 ローカル HART + スポ ッ ト 温度計 + 操作接点入力 + ステータ ス 1 入力

9 特殊

70 測定レンジ＋ワイヤ材質

A 0 -10m, SUS316(Φ0.15)

B 0 -16m, SUS316(Φ0.15)

C 0 -28m, SUS316(Φ0.15)

L 0 -36m, SUS316(Φ0.16)

G 0 -10m, テフ ロ ン被覆 SUS316(Φ0.40)

H 0 -16m, テフ ロ ン被覆 SUS316(Φ0.40)

J 0 -10m, ハステ ロ イ SUS316(Φ0.20)

K 0 -16m, ハステ ロ イ SUS316(Φ0.20)

Y 特殊

80 電線管接続口

E PF1/2"x4

F PF3/4"x4

G NPT1/2"x4

H NPT3/4"x4

J PG 16x4

K PG 21x4

L M20x4

M M25x4

Y 特殊

90 接続フ ラ ンジ規格

A JIS10 K 80A RF(NMS531...5 に適応 )

C JIS10 K 80A FF(NMS531...5 に適応 )

E JIS 20 K 80A RF ((NMS536 に適応 )(2.45MPa ﾄﾞﾗﾑ室のみ )

G ANSI 3" 150 Ibs RF(NMS531...5 に適応 )

J ANSI 3" 300 Ibs RF(NMS536 に適応 )(2.45MPa ﾄﾞﾗﾑ室のみ )

U JIS10 K 150A RF(NMS531...5 に適応 )

T ANSI 6" 150 Ibs RF

L DIN DN80 PN10 RF(NMS531...5 に適応 )

N DIN DN80 PN25 RF(NMS536 に適応 )(2.45MPa ﾄﾞﾗﾑ室のみ )

Q  JPI 3" 150 Ibs RF(NMS531...5 に適応 )

S  JPI 3" 300 Ibs RF (NMS536 に適応 )(2.45MPa ﾄﾞﾗﾑ室のみ )

Y 特殊

100 電源

3 85 - 264 VAC, 50/60 Hz

4 20 - 62 VDC, 20 - 55 VAC, 50/60 Hz

110 デ ィ スプレーサ仕様

B 円錐型 　 Φ50 mm, テフ ロ ン

D 枕型 　 Φ50 mm, SUS316 ( 標準 )

K 枕型 　 Φ40 mm, SUS316

N 枕型 　 Φ30 mm, SUS316

R 円錐型 Φ70 mm, SUS316 NMi-T&W 仕様

S 円錐型 Φ110 mm, PTB-T&W 仕様

T 枕型 Φ50 mm, ハステ ロ イ C

U 枕型 Φ50 mm, テフ ロ ン

V 枕型 Φ40 mm, テフ ロ ン

W 枕型 Φ30 mm, テフ ロ ン

Y 特殊

NMS5-  仕様コー ド ( 次ページに続 く )

2 識別



プロサーボ NMS 5/7

Endress+Hauser 15

120 O- リ ング材質 + ド ラム室仕上げ

0 NBR、 標準

1 シ リ コ ンゴム、 標準

2 FPM、 標準

3 テフ ロ ン ( ワ イ ヤ ド ラ ム FKM)、 標準

4 テフ ロ ン ( ワ イ ヤ ド ラ ム FKM)、 内面テフ ロ ン コーテ ィ ング

5 シ リ コ ンゴム、 内面テフ ロ ン コーテ ィ ング

6 ネオプレン ( アンモニアアプ リ ケーシ ョ ン )、 標準

9 特殊

130 オプシ ョ ン

A な し

C 洗浄 ノ ズル (PT3/8)

D パージ ノ ズル (PT3/8)

E ガイ ド ワ イ ヤ式 (SUS316 標準 )

G リ リ ーフバルブ付

H リ リ ーフバルブ + 圧力ゲージ付

J 日除けカバー

Y 特殊

NMS5- 仕様コー ド （全仕様完了） 

2 識別
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2.2.2 プロサーボ NMS7 ( サニ タ リー仕様 )

10 構造

0 防滴構造 IP 67 / NEMA 4X

1 TIIS, Ex d IIB T4 

2 CENELEC, EEx d IIB T6 

20 機能

A 液面レベル ( 標準 )

B 液面レベ , 2 ｘ 界面レベル , タ ン ク底、 密度

Y 特殊

30 メ イ ン出力 ( 表示 ： バッ ク ラ イ ト 付 LCD 表示 )

N Enraf BPM

P RS485 モ ド バス

F な し

A 新双方向 2 線出力 ( V1/MDP)

J 旧双方向 2 線出力 ( MDP)

B 旧双方向 2 線出力 (BBB)

C 旧双方向 2 線出力 ( MIC + RS-232C 出力 )

D 旧双方向 2 線出力 ( MIC + RS-232C 出力以外 )

E RS485 ラ ッ クバス 

G HART ( ア ク テ ィ ブ )

H HART ( パ ッ シブ )

L Whessoematic 550( 避雷器付 )

M Mark / Space

Y 特殊

40 サブ出力

0 な し

1 SPST x 4

2 DC4 - 20 mA 出力 (x2 出力 )

3 SPSTx 4 点 + DC 4 - 20 mA(x2 出力 )

4 SPSTx 2 点 ｵｰﾊﾞｰｽﾋﾟﾙﾌﾟﾛﾃｸｼｮﾝ

5 4 x SPST; 4 - 20 mA(x1 出力 )

50 入力 (NMT と スポ ッ ト 温度計併用は不可 )

0 ローカル HART 標準 (e.g. NMT, NRF)

1 ローカル HART + スポ ッ ト 温度計 

2 ローカル HART + 操作接点入力 , 3 点

3 ローカル HART + スポ ッ ト 温度計 + 操作接点入力

4 ローカル HART + ステータ ス 1 入力

5 ローカル HART + スポ ッ ト 温度計 + ステータ ス 1 入力

6 ローカル HART + スポ ッ ト 温度計 + 操作接点入力 + ステータ ス 1 入力

60 測定レンジ + ワイヤ材質

A  0 -10m, SUS316(Φ0.2)

B  0 -16m, SUS316(Φ0.2)

C  0 -10m, SUS316 テフ ロ ン被覆 (Φ0.4) 

D  0 -16m, SUS316 テフ ロ ン被覆 (Φ0.4)

Y 特殊

70 Cable entry

A PF1/2"x 4

B PF3/4"x 4

C NPT1/2"x 4

D NPT3/4"x 4

E PG 16 x 4

F PG 21x 4

G M20 x 4

H M25 x 4

Y 特殊

NMS7- 仕様コー ド ( 次ページに続 く )

2 識別
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80 接続フ ラ ンジ規格

A JIS10 K 80A RF

B JIS10 K 80A FF

C ANSI 3" 150 Ibs RF

D DIN DN80 PN10 RF

E JPI 3" 150 Ibs RF

Y 特殊

90 電源

0 85 - 264 VAC, 50/60 Hz

1 20 - 62 VDC, 20W/ 20 - 55 VAC, 50/60 Hz, 20VA

100 デ ィ スプレーサ仕様

A 枕型 　 Φ50 mm、 SUS316 バフ仕上げ

B 枕型 　 Φ40 mm、 SUS316 磨き仕上げ

C 枕型 　 Φ30 mm、 SUS316 磨き仕上げ

D 枕型 　 Φ50 mm、 テフ ロ ン

E 枕型 　 Φ40 mm、 テフ ロ ン

F 枕型 　 Φ30 mm、 テフ ロ ン

Y 特殊

110 O- リ ング材質 + ド ラム室仕上げ

0 NBR, 　 内面加工仕上げ

1 シ リ コ ンゴム , 内面磨き仕上げ

2 シ リ コ ンゴム , 鋳肌

5 シ リ コ ンゴム , 内面テフ ロ ン コーテ ィ ング

9 特殊

120 ノ ズル

A 洗浄ノズル PT 3/8"

B 洗浄ノズル NPT 3/8

C 洗浄ノズル PF 3/8" 

D パージノズル PT 3/8"

E パージノズル NPT 3/8" 

F パージノズル PF 3/8" 

G 洗浄ノズル + パージノズル PT 3/8"

H 洗浄ノズル + パージノズル NPT 3/8" 

J 洗浄ノズル + パージノズル PF 3/8" 

Y 特殊

130 オプシ ョ ン

A な し

B 封印

C 禁油処理

D 日除けカバー

E 封印 + 禁油処理

F 封印 + 日除けカバー

G 日除けカバー + 禁油処理

H 封印 + 禁油処理 + 日除けカバー

Y 特殊

NMS7-  仕様コード （全仕様完了）

2 識別
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2.3 ド キュ メ ン ト

以下のド キュ メ ン ト が同梱されています。

2.4 登録商標

HART
HART Communication Foundation, Austin, USA の登録商標

ド キュ メ ン ト No. ド キュ メ ン ト の種類 内容

BA 1001N 取扱説明書 プロサーボ NMS5/7 に関する取付け、 試験、 操作、 保守説明

XA 001N 防爆注意事項説明書 防爆に関する注意事項

2 識別
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3 取付け

3.1 タ ン ク計測における各部名称

タ ン ク計測における各部名称

プロサーボ NMS5/7

キャリブレーション窓基準線

基準差

上限停止レベル
 上限レベルアラーム
  アレージレベル
ゲージ基準長

総尺

上部界面レベル

下部界面レベル
下限レベルアラーム
下限停止レベル

検尺基準点(検尺プレート)

液深(イナージレベル)

検尺口(検尺口基準位置)

タンク底

取付ノズル

液面(液位)

上 層 部

中 層 部

低 層 部

上部界面

下部界面

3 　 取付け
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3.2 外形図および寸法

プロサーボ Ｎ Ｍ Ｓ5/7 　 寸法

3 　 取付け
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3.3 取付に必要な工具

NMS5/7 の取付けに際し て、 以下の工具をご用意 く だ さい。

メガネレンチ

モンキーレンチ

六角レンチ

ドライバ

圧着ペンチ

圧着スリーブ

mm

mm

mmB

24,26,30,32

350

3

1.25  , 2.0

• プラス(+)
• マイナス(-)

sq sq

3mm and 5mm

ウォータポンププライヤ

3 　 取付け
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4 設置

プロサーボ NMS5/7 の取付は、 以下の要領で行う こ とができます。
･ ノ ーガ イ ド方式
･ ステ ィ ルパイプを設置する場合
･ ガ イ ド ワ イヤを設置する場合

4.1 各種タ ン クへの取付概略図

以下のアプ リ ケーシ ョ ンでは、 ステ ィ ルパイプおよびガイ ド ワ イヤを設置する必要があ り ます。
･ フ ローテ ィ グルーフ タ ン ク
･ カバード フ ローテ ィ グルーフ タ ン ク
･ タ ン ク内で強力な攪拌器を使用する、 あ るいは激しい乱流が起こ る等
上記以外の場合には、 ノーガイ ド方式の取付が可能です。
図 8 をご参照 く ださい （例 ： ステ ィ ルパイプ方式、 ガイ ド ワ イヤ方式、 ノーガイ ド方式のアプ
リ ケーシ ョ ン）。

タ ン ク別アプ リ ケーシ ョ ン

4 　 設置
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4.2 ノ ーガイ ド方式取付例

この方式はステ ィ ルパイプ等のガイ ド を一切使用せずに、 プロサーボ NMS5/7 を取付けます ( 図
9 参照 )。 取付に際し ては、 推奨し た ノ ズル設置および最小計測レベル値の設定を遵守する よ う
お願いし ます。 

ノ ーガイ ド方式取付

4.3 ステ ィ ルパイプ方式取付例

ステ ィ ルパイプの直径
ステ ィ ルパイプの直径は、 測定ワ イヤが正常に動作するために十分な太さが必要です。 ステ ィ ル
パイプには 2 種類あ り 、 同芯レジ ューサ付ステ ィ ルパイプ と偏芯レジューサ付ステ ィ ルパイプ
です。
各パイプのイ メ ージは下図をご参照し て く ださい。

ステ ィ ルパイ プ取付け ； 偏芯レジューサ付ステ ィ ルパイプ、 同芯レジューサ付ステ ィ ルパイ プ 

4 　 設置
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注意！
このバルブは加圧し た液体用タ ン ク上に NMS5/7 を取付ける際に必要と な り ます。 
偏芯レジ ューサ付ステ ィ ルパイプに NMS5/7 を取付ける場合には、 図 10 の方向で取付けて く だ
さい。

デ ィ スプレーサの大き さ と それを入れるために必要 と なる ステ ィ ルパイプの直径の計算式を以
下に示し ま し た。 新し く ステ ィ ルパイプを設置するにあた り 参考にし て く ださい。

D1 ステ ィ ルパイプ上部の内径

D2 ステ ィ ルパイプ下部の内径

L NMS5/7 のフ ラ ンジから ステ ィ ルパイプの底までの長さ (ｍ)

v ステ ィ ルパイプの垂直度 (ｍｍ/ｍ)

d デ ィ スプレーサの直径

e ワイヤ ド ラム水平方向移動のピ ッ チ (e = 1.23mm/m)

･ ステ ィ ルパイプ上部

D1 > d + 10 mm

ただ し、 D1 > は 3" 以上の径が必要です。
 
･ ステ ィ ルパイプ下部

     - 偏芯レジューサ付ステ ィ ルパイプ 

D2 > d+ eL + 2vL+ 10mm 

     - 同芯レジューサ付ステ ィ ルパイプ 

D2 > d + 2eL + 2vL + 10mm

ステ ィ ルパイプ施工上の注意

タ ン ク内部にステ ィ ルパイプを施工するにあた り 幾つかの注意点があ り ます。
･ ステ ィ ルパイプのつなぎ目内面には凹凸のないよ う な構造にし て く ださ い。
･ 穴加工をする時には、 内部にバ リ やカエ リ のないよ う に仕上げて く ださ い。
･ ステ ィ ルパイプ内部には メ ッ キや塗装を施すなど し て、 大量のサビが出ないよ う にし て く だ

さい。
･ ステ ィ ルパイプは必ず液面に対し垂直に施工し て く ださ い。
･ 偏芯レジューサはバルブの下に入れて く ださい。 この と き NMS5/7 と バルブの中心を合わせ

て く ださい。
･ 偏芯レジューサ付ステ ィ ルパイプの場合は、 下部の中心をデ ィ スプレーサの移動方向にずら

し て施工し て く ださい。
･ 「API MPMS」 チャプター 3.1B の内容に順守する よ う にし て く ださい。
･ NMS5/7 と タ ン ク ノ ズル間の接地を確認し て く ださい。

4 　 設置
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4.4 ガイ ド ワイヤ方式取付例

このガイ ド ワ イヤ方式も液の流れによ る測定誤差を減らす一つの方法です。

ワイ ド ワイヤ方式取付

4 　 設置
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4.4.1 タ ン クの種類

ステ ィ リ ングパイプ付き コーンルーフ タ ン ク

球形タ ン ク

4 　 設置
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フ ローテ ィ ングループ タ ン ク

注意！
フ ローテ ィ ングループ上にプロサーボを取付ける場合には、 ステ ィ リ ング ウ ェルパイプを必ず
使用し て く ださい。

4 　 設置
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4.5 取付準備

4.5.1 フ ラ ンジ

NMS5/7 を取付ける前に、 タ ン ク に取付 ノ ズルおよびフ ラ ンジ部を用意し ます。 フ ラ ンジのサイ
ズはお客様のタ ン ク の種類や大き さ、 ご購入頂いた NMS の種類にも よ り ますが、 3" のものを標
準と し ています。

注意 !

･ プロサーボ NMS5/7 のフ ラ ンジサイ ズを確認し て く ださい。
･ フ ラ ンジを タ ン ク の ト ッ プに取付けますが、 その際フ ラ ンジ面は± 1 度以内で水平に取付け

ます ( 図 9 参照 )。
･ 取付け ノ ズルが長い場合には、 デ ィ スプレーサが取付 ノ ズルの壁面に触れないよ う にご注意

く ださい。 取付ノ ズルが垂直でない場合にも、 デ ィ スプレーサが壁面に触れて し ま う 恐れが
あ り ます。

取付ノ ズルの許容範囲

注意 !
も し ステ ィ ルパイプやガイ ド ワ イヤなどのガイ ド がない場合 ( ノーガイ ド方式 )、 以下の注意を
お守 り く ださい ( 図 13 参照 )。
･ 取付ノ ズルの施工位置はタ ン ク上部から見た と き、 液体を取入れる受入パイプよ り 45 度から

90 度 ( または -45 度から -90 度 ) 範囲内に施工する よ う お願いし ます。 これによ り 、 タ ン ク内
部の液面の波立ちによ るデ ィ スプレーサの強い揺れを軽減でき ます。

･ 取付ノ ズルはタ ン ク の壁面よ り 少な く と も 500mm 以上離し て取付けて く ださい。 タ ン ク の壁
面近 く はタ ン ク外の環境温度に影響されやすいため ノ ズルは壁面よ り 少し遠ざけて取付けま
す。

･ NMS5/7 のデ ィ スプレーサの最小測定レベルは、 少な く と も液体を取入れる受入パイプから
500mm 上部に設定し て く ださい。 これによ り 、 流入し て く る液体に直接デ ィ スプレーサが当
た ら ないよ う にする ための措置です。

･ も し タ ン ク の状態や形状などでステ ィ ルパイプを取付け られない場合などは、 ガイ ド ワ イヤ
方式をご検討 く ださい。 また、 取付上の問題点などは、 最寄 り の弊社営業所にお問い合わせ
く ださい。

4 　 取付け
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取付ノ スル位置と最小測定レベル位置

警告！

タ ン ク に液体を注入する前に、 受入パイプからの流入がデ ィ スプレーサに直接当た ら ないこ と
を確認し て く ださい。
タ ン ク内部の液体の排出時、 誤ってデ ィ スプレーサが流れに巻き込まれ、 受入パイプに吸い込
まれないよ う にし て く ださい。

4.6 静電気対策

注意 !

も し計測し ている液体の導電率が 10-8s/cm よ り 低ければ、 非導電性の液体とみな し ます。 こ の
ため、 ステ ィ ルパイプ方式かガイ ド ワ イヤ方式をお薦めいた し ます。
（帯電物体の容積に対する静置時間の推奨値は ｢ 1. 安全に関する注記」 をご覧 く ださい。）

4.7 ワイヤ ド ラムとデ ィ スプレーサの取付け

プロサーボを納入する場合には、 デ ィ スプレーサの取付方によ って 2 種類の梱包方法で納入さ
れます。

① " オールイ ン ワ ン " はプロサーボ本体の測定ワ イヤにデ ィ スプレーサが取 り 付け られていま
す。
こ の場合、 プロサーボに付属し ている梱包材を手順に従って取外し て く ださ い。

②デ ィ スプレーサがプロサーボ本体と別梱包で納入されます。
こ の場合、 プロサーボの内部の測定ワ イヤにデ ィ スプレーサを取付ける必要があ り ます。 以
下の手順に従って取付けて く ださい。 

4.7.1 オールイ ンワンの場合

梱包材で保護されていますので、 ＮＭ Ｓ5/7 に取付ける前に手順に従って梱包材を取外し て く だ
さい。

4 　 取付け
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梱包材の取外手順

順

序

手順 注意

1 • フ ラ ンジ面を水平にし て直立させます。

• 固定バン ド を切取ます。

• デ ィ スプレーサホルダーを取外し ます。

• デ ィ スプレーサホルダーを取外し た後も計器

を傾けないで く ださい。

2 • ノ ズルに取付けます。 • 測定ワ イヤが垂直垂れ下がっている こ と を確

認し て く だ さい。 

• 測定ワ イヤにキン ク がないこ と をキ ャ リ ブ

レーシ ョ ン窓から確認し て く ださい。

3 • ド ラ ム室の蓋を本体から取外し ます。

• ワ イ ヤ ド ラ ムホルダーの 2 本のネジを緩めて、

ホルダーと 軸受けブラ ケ ッ ト を取外し ます

（下図参照）。

• O リ ングおよびド ラ ム室蓋のボル ト を紛失し

ないよ う に注意し て く ださい。

4 • ワ イ ヤ ド ラ ムのテープをゆっ く り 取外し ます。 • ワ イヤ ド ラ ムに傷をつけないよ う に手でテー

プをはがし て く ださい。 

• 測定ワ イヤが溝に沿って巻かれている こ と を

確認し て く ださい。

• 巻かれていない場合には、 再度元の位置に戻

し て巻き なおし て く だ さい。

5 • ド ラ ム室蓋を本体に取付けます。 • O リ ングが溝に入っている こ と を確認し て く

ださ い。

6 • NMS の電源を ON し、 " 停止 " 状況と レベル

が "16050 ～ 16060mm" であ る こ と を確認し ま

す。

• "LEVEL" コマン ド を設定し、 レベルが 15950

　 mm 付近で （レベルが 16000mm 以下） " 停

止 " を設定し ます。

• "UP" コマン ド を設定し、 デ ィ スプレーサが

16000mm で自動的に停止し ます。 

• " 停止 " コマン ド を設定し ます。

4 　 取付け
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4.7.2 別梱包で納入されるデ ィ スプレーサの場合

プロサーボ本体の測定ワ イヤにデ ィ スプレーサを取付ける作業が必要 と な り ます。 

手順 A : タ ン クにプロサーボを据付ける前にデ ィ スプレーサを取付ける場合

取付図 手順 注意

• NMS をブロ ッ ク か架台の上

に置き ます ( 図参照 ). 

• NMS の下に十分なスペース

があ る こ と を確認し て く だ さ

い。

• NMS を落と さ ないよ う に注

意し て く だ さい。

• ド ラ ム室蓋の M8 ボル ト を外

し ます ( 図参照 )。

• ド ラ ム室の蓋と軸受けブラ

ケ ッ ト を外し ます。

• ド ラ ム室から ワ イ ヤ ド ラ ムを

外し ます。

• 測定ワ イヤを止めていたテー

プをはがし ます。

• ド ラ ム室にワ イヤ ド ラ ム取付

け、 軸受けブラ ケ ッ ト を取 り

付けます。

• 測定ワ イ ヤは丁寧に取 り 扱

う よ う にお願いし ます。 

• 測定ワ イヤがフ ラ ンジの外に

出る までワ イヤ ド ラ ムを時計

回 り に回転させます。

• 測定ワ イヤの リ ングにデ ィ ス

プレーサを掛けます。

• デ ィ スプレーサが落ちないよ

う に付属のワ イヤで く く り ま

す ( 図参照 )。

• 測定ワ イヤの リ ングがキ ャ リ

ブレーシ ョ ン窓から見え る ま

で反時計回 り に回転させま

す。

• ワ イヤ ド ラ ムは 1/5 回転づ

つ回転し ます。

• ワ イヤ ド ラ ム 1 回転で、

デ ィ スプレーサ 300mm 以上

移動し ます。

• NMS を タ ン ク ト ッ プの ノ ズ

ルに据え付けて く だ さい。

• デ ィ スプレーサが ノ ズルの内

部に触れていないこ と を確認

し て く だ さい。

• ド ラ ム室に蓋を し て閉じ ま

す。

• 測定ワ イ ヤが溝に沿って巻

かれている こ と を確認し て

く だ さい。

• も し測定ワ イヤがき ちん と

溝に沿って巻かれていない

場合には、 再度巻直し て く

ださい。

130mm

20
0m

mφ70

130mm

20
0m

m

M8 ボルト

4 　 取付け
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4.7.3 別梱包で納入されるデ ィ スプレーサの場合
( デ ィ スプレーサ径 50mm )

デ ィ スプレーサ径 50mm の場合、 キ ャ リ ブレーシ ョ ン窓からデ ィ スプレーサを取 り 付ける こ と
ができ ます。

手順 B : タ ン クにプロサーボを据付けた後にデ ィ スプレーサを取付けて く だ さい。

取付図 手順 注意

• キャリブレーション窓の蓋を

外します。

• 測定ワイヤがキンク及び損

傷しないように注意してく

ださい。

• 図のようにドラム室の蓋の

M8 ボルトを外します。

• ドラム室の蓋とグラケットを

取外します。

• ドラム室からワイヤドラムを

外します。

• ワイヤを止めているテープを

はがします。

ワイヤに傷を付けたり、キ

ンクさせたりしないように

取扱いは丁寧にお願いします。

• 片手でワイヤドラムを持ち、

測定ワイヤの長さ 50cm ぐら

い垂れるようにします。 

• ワイヤドラムのワイヤをテー

プで仮止めします。

• ワ イ ヤ リ ングを ド ラ ム室に入

れ、 リ ングがキ ャ リ ブレー

シ ョ ン窓から出る よ う 引き出

し ます。

ワイヤに傷を付けたり、キ

ンクさせたりしないように

取扱いは丁寧にお願いします。

• ワイヤドラム室の軸受けにワ

イヤドラムを一時的に仮置き

します。

ワイヤリングにディスプレーサ

を取付けます。

図のようにディスプレーサが落

ちないように吊り金具に付属の

針金を巻き付けます

ワイヤに傷を付けたり、キ

ンクさせたりしないように

取扱いは丁寧にお願いします。

M8 ボルト
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取付図 手順 注意

• 片手で ド ラ ム、 片手でデ ィ ス

プレーサを持ちます。

• ワ イ ヤ ド ラ ムを ド ラ ム室から

取外し、 ワ イヤを 50cm ぐ ら

い垂ら し ます。 

• ワ イ ヤ ド ラ ムを持ちながら、

デ ィ スプレーサをキ ャ リ ブ

レーシ ョ ン窓に収めます。

• キ ャ リ ブレーシ ョ ン窓の中心

に位置する よ う にデ ィ スプ

レーサを持っている手を固定

し ます。

・ ド ラ ムを持っている方の手を

　 持上げて、 デ ィ スプレーサ

　 を持つ手を離し て もデ ィ ス

　 プレーサが急激に落下し な

　 いよ う にワ イ ヤにテンシ ョ ン

　 をかけます。

・ ワ イヤ ド ラ ムは 1/5 回転づ

　 つ回転し ます。

・ ワ イヤ ド ラ ム 1 回転でデ ィ

　 スプレーサは 300mm 移動し

　 ます。

⑭デ ィ スプレーサを持つ手を

　 離し ます。

⑮ ド ラ ムのテープを外し ます。

⑯ワ イヤ ド ラ ムを ド ラ ム室の

　 軸受けに取 り 付けます。

⑰ブラ ケ ッ ト を取付けます。

⑱手で ド ラ ムを 1 ～ 2 極回し

　 て、 デ ィ スプレーサを巻き

　 上げて、 ノ ズルの内面に接

　 触し ないこ と を確認し て く

　 ださい。

⑲ワ イヤフ ッ ク がキ ャ リ ブ

　 レーシ ョ ン窓から見え る ま

　 で引き上げます。

⑳最後に ド ラ ム室、 および

　 キ ャ リ ブレーシ ョ ン窓に蓋を

　 し ます。

・ 電源を入れる前に測定ワ イ

　 ヤがき ちん と ワ イ ヤ ド ラ

　 ムの溝に沿って巻かれて

　 いる こ と を確認し て く だ

　 さ い。

・ も し測定ワ イ ヤがき ちん と

　 ワ イ ヤ ド ラ ムの溝に沿って

　 巻かれていない場合には、

　 少し戻し て、 も う 一度巻上

　 げて く ださい。

4 　 取付け
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5 配線

5.1 ケーブル接続

プロサーボ NMS5/7 の電気接続に関し ては、 図 14-19 をご参照し て く だ さ い。

注意！
電源ケーブルは、 以下のものをお使い く ださい。
･ 被覆材の材質は PVC, PE, またはこれ と同等品
･ 600 V 耐圧電線または同等品
･ 耐熱温度が 80 ℃以上のもの
抵抗値、 電圧降下、 必要な消費電力によ り 電線の太さが決定されます。 NMS5/7 の最大必要電力
は 50VA です。

警告 !
･ アース ラ イ ンを端子箱のアース端子に接続し て く ださ い。
･ アース線は導体断面積が 4mm2 以上の線を使用し て く ださい。
･ 各端子を確実に接続する よ う に、 十分に余裕のあ る長さ のケーブル と ワ イヤをお使い く ださ

い。

危険 !
ケーブル と ワ イヤは無理や り 引き伸ばさ ないで く ださい。 それによ り 装置の 故障、 機能不良、
損傷を引き起こす可能性があ り ます。

危険！

ケーブル と ワ イヤは適当な長さに切 り 、 電気室には余分なケーブル と ワ イヤは残さ ないで く だ
さい。 それによ り 装置の 故障、 機能不良、 損傷を引き起こす可能性があ り ます。

ケーブルは耐熱温度が 80 ℃以上のものを使用し て く ださい。

5 　 配線
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5.2 端子配列

5.2.1 メ イ ン出力 ： V1, RS485, HART, Enraf BPM, Modbus 通信
( 本質安全防爆入力な し )

図 14: プロサーボ NMS5/7 ケーブル接続
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出力　

出力　

出力　

出力　

(非本質安全防爆)

G
N

通信

又は

P_B+
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5.2.2 メ イ ン出力 ： V1, RS485, HART, Enraf BPM 通信
( 本質安全防爆入力付 )

図 15: プロサーボ NMS5/7 ケーブル接続 （IS HART 接続付）
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5.2.3 メ イ ン出力 : Whessoe Matic 550 (WM550) 通信
( 本質安全防爆入力な し ) 

図 16: プロサーボ NMS5/7 ケーブル接続 （WM550 プロ ト コル ,IS HART 接続な し）
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5.2.4 メ イ ン出力 : Whessoe Matic 550 (WM550) 通信
( 本質安全防爆入力付）

図 17: プロサーボ NMS5/7 ケーブル接続 （WM550 プロ ト コル ,IS HART 接続付）

NMS5- X X X X X X X X X X X
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5.2.5 メ イ ン出力 : Mark/Space (M/S) 通信
( 本質安全防爆入力な し )

図 18: プロサーボ NMS5/7 ケーブル接続 （Ｍ/Ｓ プロ ト コル ,IS HART 接続な し）
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5.2.6 メ イ ン出力 : Mark/Space (M/S) 通信
( 本質安全防爆入力付 ) 

図 19: プロサーボ NMS5/7 ケーブル接続 （Ｍ/Ｓ プロ ト コル ,IS HART 接続付）
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以下の表 ( ロ ジ ッ ク設定 ) を参照し て外部の操作ス イ ッチで操作信号を入力でき る よ う にし て く
ださい。
( 巻上げ -CTR1)( ス ト ッ プ -CTR2).

5.2.7 入力および出力

入力記号
- コ ン タ ク ト ス イ ッチ ( 無電圧接点出力 )
-HART Pt 100

出力記号
-V1
-RS 485 RACKBUS
-WM550
-M/S
-ENRAF BPM
-MODBUS
-HART

警告 !
･ 入出力のケーブルは 24AWGT 以上のシール ド または鋼帯外装の計装用ケーブルを使用し て く

ださい。 また、 HART 通信や RS 485 信号用ケーブルにはツ イ ス ト ・ ペア 　 一括シール ド をご
使用 く ださい。

･ 必要と なる ケーブルのコ ア数は、 電源用に 2 ～ 3C、 デジ タル出力に 2P、 HART 通信用に 2P
で、 最大 ４ ケーブルの導入口があ り ます。 

･ ご注文の際には、 ケーブルのサイ ズ と数量をご確認 く ださ い。

5.2.8 ケーブルグラ ン ド

余分なケーブル導入口がある場合には、 防水のためにねじ込みプ ラグを取付けて く だ さい。

CTR 1 CTR 2 操作内容

OFF OFF 液面測定

ON OFF 巻上げ

OFF ON 停止

ON ON 界面測定

5 　 配線
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5.3 温度入力システム

プロサーボ NMS5/7 の温度入力には、 耐圧防爆 （EEx ｄ ） と本質安全防爆 （EEx [ia]） の 2 つの
タ イプがあ り ます。

5.3.1 耐圧防爆 （EEx ｄ ） HART 入力

EEx d の NMT53x シ リ ーズ温度センサまたは EEx d HART の補助装置 と通信するための入力で
す。

　　

5.3.2 耐圧防爆 （EEx ｄ ） Pt100 スポ ッ ト 温度入力

EEx ｄ  Pt100 センサーから直接接続する EEx d Pt100 温度入力 と EEx d HART の補助装置と通信す
るための EEx ｄ HART 入力です。
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5.3.3 本質安全防爆 （EEx ia） HART 　 入力

EEx ia の NMT53x シ リ ーズ温度センサまたは EEx ia HART の補助装置と通信する ための EEx ia 
HART 入力および EEx ｄ HART センサ と通信する ため EEx d 入力です。

5.3.4 本質安全防爆 （EEx ia） Pt100 スポ ッ ト 温度入力

EEx ia Pt100 センサから直接接続する EEx ia Pt100 温度入力と EEx d HART の補助装置 と通信す
るための EEx ｄ HART 入力です。
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6 操作

6.1 タ ッ チコ ン ト ロールおよびプログラ ミ ング 　 　 　 　 　
マ ト リ ッ クス

6.1.1 デ ィ スプレ イおよび タ ッ チコ ン ト ロール

デ ィ スプレ イ
NMS5/7 の LCD 表示は、 通常 「HOME」 画面状態で、 液面レベル、 温度、 測定状態およびデ ィ

スプレーサの状態を表示し ています。 その他のデータや操作パラ メ ータプロ グ ラ ミ ングに関し

ては、 便利なプロ グ ラ ミ ングマ ト リ ッ ク を使用し ています。

タ ッ チコ ン ト ロール
デ ィ スプレ イの表示は、 3 種類 ("E","-","+") のタ ッチコ ン ト ロールで操作を行います。 タ ッチコ
ン ト ロール部は、 直射日光などの外的要因では変化し ません。 NMS5/7 のソ フ ト ウ ェアおよび
ハード ウ ェア も また、 このよ う な外的要因からの故障の心配はあ り ません。 耐爆構造のタ ッチコ
ン ト ロールでは、 爆発危険区域において も、 安心し てご使用いただけます。

図 20: 表示器

6.1.2 タ ッ チコ ン ト ロールの機能

NMS の操作パラ メ ータの設定は、 プロ グ ラ ミ ングマ ト リ ッ ク スで行います。 プロ グ ラ ミ ングマ
ト リ ッ ク スは、 データ表示と操作用のス タ テ ィ ッ ク マ ト リ ッ ク ス、 パラ メ ータ設定用のダ イナ
ミ ッ ク マ ト リ ッ ク スに分かれます。 マ ト リ ッ ク スの詳しい説明は 「セ ク シ ョ ン 11」 をご参照 く
ださい。 プロ グ ラ ミ ングマ ト リ ッ ク スの各機能は、 タ ッチコ ン ト ロールを交互にタ ッチし て選
択し ます。 これらの説明は、 図 20、 21、 22 をご覧 く ださい。

図 21 画面
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マ ト リ ッ クス構成

図 22: マ ト リ ッ クス構成

Tank Profile

I/F Profile

オンドケイキ

ソウチデータ
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注意 !
10 分以上 LCD 画面にタ ッチし ない と、 自動的にホーム画面に戻 り ます。 数値の桁送 り は、 +、 -

で上下させます。 +、 - を押し続けた場合、 最小桁が最初に増減し、 最小桁がひと回 り し た と こ

ろで、 2 桁目に移動し、 順次上位桁に移動し て行き ます。 指を離し た と こ ろで桁の動きは再び最

小値よ り 始ま り ます。 ( 機械カ ウ ン タ と同じ動きにな り ます ) 。

図 23: プログラ ミ ングマ ト リ ッ クスのス タ テ ィ ッ クマ ト リ ッ クス と ダイナ ミ ッ クマ ト リ ッ クスの選択

キー 機能

･ ホーム画面から マ ト リ ッ ク ス画面に入る ( ３ 秒以上キーを押し続ける )。
･ ホーム画面に戻る ( ３ 秒以上キーを押し続ける )。
･ マ ト リ ッ ク ス画面のグループ内において表示を ヨ コに移動させる。
･ パラ メ ータやア ク セス コード を保存する。

･ マ ト リ ッ ク ス画面のグループ内において表示を タ テに移動させる。
･ パラ メ ータの選択や設定を行 う 。
･ ア ク セス コード の設定を行 う 。+ -

6 　 操作



プロサーボ NMS 5/7

Endress+Hauser 47

6.2 ホーム画面

図 24: ホーム画面

A,B,C,D の文字は測定値の情報エ リ アを表し、 デバイ スのステータ ス を表示し ます。 

測定状態の表示 ( エ リ ア C) とデ ィ スプレーサ状態の表示 ( エ リ ア D) の意味

エ リ ア 情報

A 現在の液面位置

B 現在の温度

C 測定状態

D デ ィ スプレーサの状態

測定状態 意味

キテン 測定基準位置

ア ッ プ 巻上中

テ イ シ 停止中

エキ メ ン 液面計測中

カ イ メ U 上部界面計測中 ( 上層部 と中層部の界面 )

カ イ メ M 中間界面計測中 ( 中層部 と下層部の界面 )

タ ンテ イ タ ン ク低計測中

ミ ツ ド U 上層部密度計測中

ミ ツ ド M 中層部密度計測中

ミ ツ ド B 低層部密度計測中

キ ャ ンセ オーバーテンシ ョ ンエラー解除中

コ ウセイ 校正中

空欄の時 測定不能

レベル
U-D

0.0°C
A
B
D
C
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注意 !
60 秒以上 LCD にタ ッチし ない と、 省エネのためバッ ク ラ イ ト が消えますが、 再度タ ッチし ます
と バッ ク ラ イ ト が点灯し ます。

デ ィ スプレーサの
状態

シンボル 意味

BAL
（Balance）

バラ ン ス状態

デ ィ スプレーサが液面または界面で停止中

T - B
（TemporaryBalance）

仮バラ ン ス状態

高精度設定モード重量設定中

U - U
（Unbalance Up）

アンバラ ン ス状態

デ ィ スプレーサが上昇中

U - D
（Unbalance Down）

アンバラ ン ス状態

デ ィ スプレーサが下降中

R - U
（Balance Up）

バラ ン ス補正状態

デ ィ スプレーサが上昇中

R - D
（Balance Down）

バラ ン ス補正中

デ ィ スプレーサが下降中

LOW
下限停止状態
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6.3 アクセス コー ド

ア ク セス コード は設定データのセキ ュ リ テ ィ 管理を行な う ためのもので、 コード は 3 段階に分
かれてお り ます。 数字は下表の通 り です。

注意 !
大きい数字のア ク セス コード は、 小さい数字が持っている機能も含んでいます。 例えば、 ア ク
セス コード 50 で実行でき る操作は、 ア ク セス コード 51 でも実行でき ます。 逆にア ク セス コー
ド 51 で実行でき る操作は、 必ずし も 50 で実行でき るわけではあ り ません。 ア ク セス コード 777
は本質安全防爆用のター ミ ナル構成 を変更する場合にだけ使用し ます。

図 23: ア クセス コー ド 777 が必要な場合のオーダ－コー ド

ア クセス コー ド の設定

セキュ リ テ ィ ・ レベル ア クセスコー ド

0 な し

1 お客様のオペレータ用 50

2 お客様のエンジニア用 51/777

項目 手順 注意

ス タ テ ィ ッ ク マ ト リ ッ クス

1. ス タ テ ィ ッ ク マ ト リ ッ ク
ス｢キ リ カエ＆エラー /
ア ラーム｣で、 GVH=039
　 ｢ア ク セス コード｣を選
択し ます。 

2. デフ ォル ト 値が 0 なので
"50" または "51" に設定
する ために "+" キーを押
し続けます。

3. 数字は 1 の位、 10 の位
と上が り ますので、 50
で一端、 手を離し ます。

4. "50" が点滅し ています
ので、 も う 一度軽 く 指
を "+" キーに触れます
と 1 の位の数字が変わ
り 、 "51" にな り ます。

5. こ こ で "E" を押すと｢ア
ク セス コード 　 ホゾン 　
サレマシタ｣と表示され
ます。

･ 0, 50, 51 のア ク セス コー
ド を表示させ、 "E" に押
すと 「ア ク セス 　 フ ノ
ウ」 と表示されます。

･ 各設定を行っている際
に、 ア ク セス コード が設
定されていない場合に
は、 自動的にア ク セス
コード の画面にな り ま
す。

･ ご購入頂いた NMS の仕
様 （ リ モー ト システム）
によ り 、 操作コマン ド は
送信され、 表示された
データ を読むこ と ができ
ます。

NMS5- X X X X X X X X X X X

H
J
N

N
P
F
A
J
B
C
D
E
G
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6.4 操作コマン ド および新操作ステータ ス

6.4.1 操作コ マン ド

操作コマン ド はホス ト システムからプロサーボに送信されます。 下表は、 コマン ド コード の説明
です。

6.4.2 新操作ステータ ス

下表は新操作コマン ド ステータ スのコード を説明し ています。 "NEW NMS ステータ ス を実行す
るためには、 マ ト リ ッ ク ス "GVH=272、 シ ヨ ウ スル " を選択し ます。

コー ド コマン ド 注意

0 エキ メ ン 　 レベル

1 ア ッ プ

2 テ イ シ 操作コマン ド のデフ ォル ト では、 重量設定後は 「テ イ シ」
にな り ます。

3 タ ン ク 　 テ イ 　 レベル

4 ジ ョ ウブ 　 カ イ メ ン

5 チュ ウ カン 　 カ イ メ ン

6 ジ ョ ウ ソ ウブ 　 ミ ツ ド

7 チュ ウ ソ ウブ 　 ミ ツ ド

8 テ イ ソ ウブ 　 ミ ツ ド

9 サイゲン 　 テス ト

10 ミ ズ 　 ジャ ク

コー ド 意味 NMS 表示

0 な し -

1 デ ィ スプレーサが基準線上にあ る状態 ゲージ キジュ ンテン

2 デ ィ スプレーサの巻上げ ア ッ プ

3 デ ィ スプレーサの巻下げ ダウ ン

4 デスプレーサの停止 テ イ シ

5 液面計測 エキ メ ン レベル

6 上層部と中層部または下層部の液体の界面
計測 (2、 3 種類の液体 )

ジ ョ ウブ カ イ メ ン

7 中層部と下層部の液体の界面計測 (3 種類の
液体 )

チュ ウブ カ イ メ ン

8 タ ン ク底の計測 タ ン ク テ イ レベル

9 上層部の液体密度 (2、 3 種類の液体 ) ジ ョ ウ ソ ウブ ミ ツ ド

10 中層部の液体密度 (2 種類の液体 ) チュ ウ ソ ウブ ミ ツ ド

11 下層部の液体密度 (2、 3 種類の液体 ) テ イ ソ ウブ ミ ツ ド

12 オーバーテンシ ョ ン解除 オーバー キ ャ ンセル

13 キ ャ リ ブレーシ ョ ン稼動中 コ ウセイ チュ ウ

14 レベル検出中 レベル シーク

15 レベル追従中 レベル ツ イ ジュ ウ

16 上層部密度検出中 (2、 3 種類の液体 ) ジ ョ ウブ ミ ツ ド シーク

17 中層部密度検出中 (2 種類の液体 ) チュ ウブ ミ ツ ド シーク

18 下層部密度検出中 (2、 3 種類の液体 ) カブ ミ ツ ド シーク
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19 上部界面探索中 ジ ョ ウブ カ イ メ ン シーク

20 上部界面追従中 ジ ョ ウブ カ イ メ ン ツ イ ジュ ウ

21 下部界面探索中 チュ ウブ カ イ メ ン シーク

22 下部界面追従中 チュ ウブ カ イ メ ン ツ イ ジュ ウ

23 タ ン ク底探索中 ボ ト ム タ ンサ

24 初期校正が未設定 ミ コ ウセイ

25 上限停止レベル ジ ョ ウゲン テ イ シ

26 下限停止レベル カゲン テ イ シ

27 再現性のテス ト サイゲン テス ト

28 水尺検索中 ミ ズジ ャ ク シーク

29 水尺計測 ミ ズジ ャ ク バラ ン ス

30 水尺追従中 ミ ズジ ャ ク ツ イ ジュ ウ

31 オーバー / アンダーテンシ ョ ン、 Z 相、 
ADC エラー

キンキ ュ ウ ラ ン ク ノ  エラー

コー ド 意味 NMS 表示
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6.5 デ ィ スプレーサの操作

タ ッチコ ン ト ロールで液面計測、 タ ン ク底計測、 界面計測、 密度計測が実行でき ます。

項目 手順 注意

ス タ テ ィ ッ クマ ト リ ッ クス

タ ッ チコ ン ト ロール

1) ス タ テ ィ ッ ク マ ト
リ ッ ク スで
"GVH=020" 「カ ド ウ 
ソ ウサ」 を選択し ま
す。

2) "GVH=020" 「カ ド ウ
ソ ウサ」 は選択式で
すから、 実際に測定
する場所を "+"、 "-"
キーで選択し ます。

･ ア ク セス コード を 50
に設定し ます。

･ 有効なア ク セス コー
ド が事前に設定され
ていれば、 コード入
力要求の画面は表示
されません。

実際に測定する場所は
以下のコマン ド から選
んで く ださい。

レベル
ア ッ プ
テ イ シ
タ ン ク テ イ レベル
ジ ョ ウブ カ イ メ ン *
チュ ウブ カ イ メ ン *
ジ ョ ウ ソ ウブ ミ ツ ド *
チュ ウ ソ ウブ ミ ツ ド *
テ イ ソ ウブ ミ ツ ド *
ミ ズ ジャ ク *
サイゲン テス ト

* 界面計測、 密度計測
が必要な場合には、
「型式、 030」 を参照
し てご指定 く ださい。

* 密度プロ フ ァ イルの
説明は、 " セ ク シ ョ ン
7" を参照 く ださい。

･ 対応するオプシ ョ ン
を設定し ますと、 操
作コマン ド が選択で
き ます。

レベル

タンク底計測

上部界面計測

下部界面計測

低層部密度計測

水尺計測

中層部密度計測

上層部密度計測
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6.6 レベル計算および密度計算

液面と密度を計算するために使用する計算式は以下の通 り です。

図 25: レベルと密度の計算

液面および界面測定

測定する液面や界面が静かな時、 デ ィ スプレーサはバラ ン ス状態にあ り ます。 この時、 測定ワ
イヤにかかる張力は、 デ ィ スプレーサのおも さから浮力を引いた重さ と な り ます。

液面や界面の上昇および下降によ り 、 デ ィ スプレーサのバラ ン ス体積が変化し ます。 も し この
変化がマ ト リ ッ ク ス "GVH=345" 　 ｢バラ ン ス キ ョ ヨ ウ タ イセキ｣で設定し た値よ り 大き く なれ
ば、 NMS5/7 のモータは、 デ ィ スプレーサがバラ ン ス状態になる まで自動的に作動し ます。 　

タ ン ク底のレベル設定

デ ィ スプレーサがタ ン ク底でバラ ン ス状態の時は、 以下の式で判定されます。

液面

上部界面

中間界面

T = W - VBρu

T = W - VBρm - (V - VB)ρu

T = W - VBρb - (V - VB)ρm

レベル 式

T = W -  (V + VB)ρb
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密度

測定液が 3 種類あ る と仮定し ますと、 各上層、 中層、 低層の液体の密度は以下の式で表されま
す。

• 上層液の密度 (ρu) および密度プロ フ ァ イル

• 中層液の密度 (ρm) 

• 低層液の密度 (ρb)

喫水 ( 液面からデ ィ スプレーサの底までの距離 )

喫水はデ ィ スプレーサの形状によ り 異な り ます。 枕型のデ ィ スプレーサの場合には、 喫水は以
下の式で表されます。

こ こ での変数と定数は以下の意味と な り ます。

喫水はデ ィ スプレーサ直管部の高さのおおよそ真中に位置し ます。

ρu =
V

W - Wu

ρm =
V

Wu - Wm ρu+

ρb =
V

Wm - Wb ρm+

D = (V2 - V1) /  A x 10 + h

D = (V1 - V2 - V3) /  A x 10 + h + h1

V1

V2

h
A

　（ディスプレーサバランス体積  69cm3） 

ディスプレーサ下部体積

ディスプレーサの断面積

V1

V2

h
A

：　　　　　例      　　　　　　　　        標準ディスプレーサ 　　　　　　　 　　　　　　       φ50.8mm      円筒型

D = (69 - 24.46 - 0.12) / 20.26 x 10 + 20 + 3
    = 44.92

V3

V3

h1

1

ディスプレーサ先端部体積

ディスプレーサ下部の高さ

ディスプレーサ先端部の高さ

　（ディスプレーサバランス体積  69cm3） 

　（ディスプレーサ下部体積  24.46cm3） 

　（ディスプレーサ先端部体積  0.12cm3） 

　（ディスプレーサの断面積  20.26cm2） 
　（ ）ディスプレーサ先端部の高さ  20mm 

液面
または
界面

d

hV2

D

h1
V3
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7 コ ミ ッ シ ョ ニング

7.1 初期設定

こ こ ではコ ミ ッ シ ョ ニングで必要な初期設定について説明し ます。 プロサーボの仕様によ って
異な り ますが、 ほ と んどの場合初期設定が必要と な り ます。 "GVH=039" でア ク セス コード "51"
を設定し てから、 初期設定を行います。 

7.1.1 カ レンダ と現在時刻の設定 (GVH193 ～ 197)

カレンダ ( 年、 月、 日 ) と時計 ( 時間 ) は、 弊社で日本時間に設定し て発送し てお り ます。 取付
後、 現地時間に設定し なおし て く ださい。

7.1.2 密度計測の初期設定 (GVH005 ～ 007)

危険 !
実際の液体密度が 0.7000g/ml 以下の LPG および該当密度液体のアプ リ ケーシ ョ ンにおいては、
マ ト リ ッ ク ス GVH=005 ｢ジ ョ ウ ソ ウブ ミ ツ ド｣で常に実際の液体密度を設定し て く ださい。 この
設定を怠った場合には、 計器本体の故障を招 く 恐れがあ り ます。
測定液が 3 種類の場合には、 密度を 1.000 g/ml に設定し て発送し てお り ますので、 実際の液体
密度に設定し なおし ます。 測定液が 1 種類の場合には、 上層液の密度を設定し、 2、 3 種類の時
は、 中層液、 下層液の密度も設定し ます。

注意 !
各層の最小密度差異は、 0.100 g/ml 以上必要です。 *GVH005 ≦ GVH006 ≦ GVH007

例 :
･ GVH=005 上層液密度 : 0.758
･ GVH=006 中層液密度 : 0.880
･ GVH=007 下層液密度 : 1.000

7.1.3 総尺 (GVH140)

総尺はデフ ォル ト 値を設定し て発送し てお り ます。 総尺は検尺口の高さ であ り 、 通常手動で液
面計測を行 う 時に使用する タ ン ク上の検尺口の高さ です。 "GVH=140" で検尺口の高さ と同じに
設定し ます。

注意！
"GVH=141" ｢基準差｣では、検尺口と キ ャ リ ブレーシ ョ ン窓基準位置の差を自動的に変更し ます。 

図 26: 総尺 ( タ ン クの高さ )
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7.1.4 上限および下限停止 (GVH161/162)

上限と下限停止では、 デ ィ スプレーサ動作の最上限停止位置 と最下限停止位置を設定し ます。
上限停止位置を 16000mm 、 下限停止位置を 0mm に設定し て発送されます。 実際の上限および下
限停止位置に変更し て く ださい。 

7.1.5 通信ア ド レス (GVH285)

デジ タル出力通信プロ ト コルの幾つかのタ イプは、 弊社にご注文いただき ます と使用でき ます。
プロサーボは通信ハード ウ ェア と ( または ) ソ フ ト ウ ェ アを装備し た状態で発送されます。 ア ク
セス コード "51" を設定し、 マ ト リ ッ ク スパラ メ ータ を設定し ます。 

"GVH=286" ｢プロ ト コル｣で通信プロ ト コルが、 表示されますので選択し ます。 プロサーボは設
定済みですので、 設定変更する必要はあ り ません。
"GVH=285" ｢ア ド レ ス｣でデバイ スア ド レ ス を選択し ます。 ア ド レ ス範囲は、 モ ド バス ： 0-9, 00-
FF, 1-247 です。

注意！
･ MIC 受信器へ接続する場合には、 ア ド レ スは FF に設定し ます。
･ WM550 と M/S のア ド レ ス設定は、 通信モジ ュール上のデッ プス イ ッチを通し て行います。 
･ 終端抵抗はループの最終でプロサーボ上に設定し ます。 Enraf BPM ア ド レ ス範囲は 00-99 です。

詳細はセ ク シ ョ ン 6 ,7 　 " ア ド レ ス設定 " をご参照 く ださい。

7.1.6 プロアクテ ィ ブセーフ テ ィ 機能

伝送プロ ト コルによるセーフ テ ィ レベルのデフ ォル ト

マトリックス 設定

G1V5H7 サービ スモード : デフ ォル ト  = OFF. 
GVH158 Prosafety = ON の場合は OFF を選択 
プロサーボの メ ンテナン ス時のみ ON を選択
警告 !
ON を選択する と、 プロ ア ク テ ィ ブセーフテ ィ 機能は使用でき ません。
ア ク セス コード ： 530

G1V5H8 プロセーフテ ィ : デフ ォル ト  = ON.
プロ ア ク テ ィ ブセーフテ ィ が 使用する予定がない場合のみOFF を選択。 
警告 !
ON であ る こ と確認を し て く ださい。 OFF の場合はプロ ア ク テ ィ ブセー
フテ ィ が使用でき ません。
ア ク セス コード ： 530

G1V5H9 セーフテ ィ レベル : デフ ォル ト  = 65000.0mm (WM550.), または = 99999.0 
mm ( 他のプロ ト コル )
受信器の伝送仕様によ り 、 異常時に発生するデータが異な り ます。
（下図参照）
ア ク セス コード 530

プロ ト コル データ範囲 データ フ ォーマ ッ ト

Modbus 0.0...99999.0mm Float

V1 0...99999.9mm ASCII / 6 digit

MDP 0...99999mm BCD / 5digit

WM550 0...65000mm 16bit

Mark/Space 19.999m/32.699m 20bit BCD / 5 digit

Enraf BPM 0...99999.9mm 6 or 7 byte

Rackbus 0...99999.9mm Float

HART 0...99999.9mm Float
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7.1.7 アナログ出力 (GVH=250 ～ 256)

プロサーボをご注文いただ く 時は、 セ ク シ ョ ン 「2.2 仕様」 を参照し て、 必要なアナロ グ出力
ハード ウ ェアをご用命 く ださい。 機能設定に関し ま し ては、 以下の表をご参照 く ださい。

7.1.8 アラーム出力接点 (GVH=240 ～ 247)

プロサーボをご注文いただ く 時は、 セ ク シ ョ ン 「2.2 仕様」 を参照し て、 必要なア ラーム出力接
点ハード ウ ェアをご用命 く ださい。 機能設定に関し ま し ては、 以下の表をご参照 く ださい。

機能 設定

出力チャ ンネル 1 の
種類

出力チャ ンネル 1 で出力させる種類 ( 液面計測または液温度） を指定
し ます。

出力チャ ンネル 1 の
DC 4mA の値

出力チャ ンネル 1 の DC4ｍA を出力させる値を設定し ます。

出力チャ ンネル 1 の
DC 20mA の値

出力チャ ンネル 1 の DC20ｍA を出力させる値を設定し ます。

出力チャ ンネル 2 の
種類

出力チャ ンネル 1 で出力させる種類 ( 液面計測または液温度） を指定
し ます。

出力チャ ンネル 2 の
DC 4mA の値

出力チャ ンネル 2 の DC4ｍA を出力させる値を設定し ます。

出力チャ ンネル 2 の
DC 20mA の値

出力チャ ンネル 2 の DC20ｍA を出力させる値を設定し ます。

ア ラーム／エラー出
力

エラー発生時、 出力チャ ンネル 1 と 2 に設定し た電流を出力し ます。

機能 設定

接点番号の選択 リ レーの番号 1 ～ 4 の中から選択

ア ラーム / エラーの
種類

選択し たア ラーム / エラー出力 リ レーのア ラームおよびエラーの種類
を選択し ます。 （な し、 液面計測、 液温度、 注意、 警告、 緊急エラー、
バラ ン ス信号）

ア ラームの種類 上限または下限の選択 ( 液面計測、 液温度 )

ア ラームの動作値 ア ラームの動作値を設定 ( 液面計測、 液温度 )

ア ラーム解除の ヒ ス
テ リ シス

ア ラームが解除される時の ヒ ステ リ シス値を設定 ( 液面計測、 液温度 )

ア ラーム出力方法 出力動作種類 ( ノ ーマル オープン、 ノーマル ク ローズ ) を選択し ま
す。

ア ラームオン状態の
遅延値

出力開始遅延時間を設定し ます。

ア ラームオフ状態の
遅延値

出力終了遅延時間を設定し ます。
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7.2 プロサーモ NMT 接続設定

プロサーモ NMT のデータ をプロサーボ NMS の画面で表示させるために以下の設定が必要 と な
り ます。

警告 !
NMT5/6 の接続に関し ま し ては、 NMT の取扱説明書をご覧 く ださい。

項目 手順 注意

マ ト リ クスグループ : サービス

ス タ テ ィ ッ クマ ト リ ッ クス

1) ス タ テ ィ ッ ク マ ト
リ ッ ク ス、
「ｷﾘｶｴ & ｴﾗｰ / ｱﾗｰﾑ」 
"GVH=030" の｢マ ト
リ ッ ク ス キ リ カエ｣ 
を呼出し、
「サービ ス｣を選択し
ます。

2) ダ イナ ミ ッ ク マ ト
リ ッ ク ス、
"GVH=362" の 　
｢ NMT のセツゾ ク｣画
面を呼出し ます。

3） "+" と  "-" キーで｢ヘ
イ キン｣を出し、 "E"
を押し て設定し ます。

4) "E" を押し て 
" ケ イ キモード " に戻
り 、 "-" キーを押し な
がら、
｢ｷﾘｶｴ & ｴﾗｰ / ｱﾗｰﾑ｣ 
に戻 り ます。

5) ス タ テ ィ ッ ク マ ト
リ ッ ク "GVH=030 "
の｢マ ト リ ッ ク ス キ リ
カエ｣を呼出し ます
NMS のマ ト リ ッ ク ス
は 6 つのグループに
分かれているため、
その中の｢オン ド ケ イ
キ｣を選択し ます。 .

6) "LCD に｢ホゾン サレ
マシタ｣と｢表示され
ます。

7) ダ イナ ミ ッ ク マ ト
リ ッ ク "GVH=440" に
は平均液温度が表示
されます。

8) 各点の温度は、 ダ イ
ナ ミ ッ ク マ ト リ ッ ク
"GVH=450 ～ 459" 　
で表示させる こ と が
でき ます。
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7.3 NRF 接続設定

NRF を接続する ためには、 NMS で以下の設定が必要 と な り ます。

注意！
NMS の電源を先に入れて く ださい。

項目 手順 注意

マ ト リ ッ クスグループ : サービス
1) ス タ テ ィ ッ ク マ ト

リ ッ ク
｢ｷﾘｶｴ & ｴﾗｰ / ｱﾗｰﾑ｣ 
で 　 "GVH=030" の｢マ
ト リ ッ ク ス キ リ カエ｣
を呼出し、
｢サービ ス｣を選択し
ます。

2) ダ イナ ミ ッ ク マ ト
リ ッ ク スで、 
"GVH=361" ｢ NRF ノ  
セツゾ ク｣画面を呼出
し ます。

3) "+" と  "-" キｰで｢セ
ツゾ ク タ イプ 1 ｣ ま
たは｢セツゾ ク タ イプ 
2 ｣を選択し ます。

4) これで設定完了です。 

･ ア ク セス コード を 51
に設定し ます。

･ セツ ゾ ク タ イプ 1 ･･･
NRF ソ フ ト ウ ェ ア
バージ ョ ン 1.6 以前
のもの (NRF の表示で
ソ フ ト ウ ェ アバー
ジ ョ ンが表示されな
いものは V.1.6 以前
のものです )。

･ セツ ゾ ク タ イプ 2 ･･･
NRF ソ フ ト ウ ェ ア
バージ ョ ン 1.8 以降
のもの (NRF の表示で
ソ フ ト ウ ェ アバー
ジ ョ ンの表示機能が
付いている ものが
V.1.8 以降です )。
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7.4 液面計測キャ リ ブレーシ ョ ン

7.4.1 開放できる タ ン ク

7.4.1.1 　 準備
"GVH=020" ｢カ ド ウ ソ ウサ｣を選び、 ｢エキ メ ン レベル｣を選択し ます。 デ ィ スプレーサが液面ま
で下降し、 測定が始ま り ます。 "BAL" と表示されますと ( 図 26 参照 )、 測定終了と な り ます。

手動で液面計測を行 う 場合には、 認可された方法で行 う よ う にし て く ださい。

7.4.1.2 　 指示合わせ (GVH ＝ 150)
"GVH=150" の｢シジ ア ワセ｣画面に検尺後の測定値を入力し ます。

図 27: 検尺計測

空タ ン クの場合

キャ リ ブレーシ ョ ン 　 レベル ( 空タ ン ク )

注意！
空タ ン ク の場合には、 レベルキ ャ リ ブレーシ ョ ンは、 測定原理上 0mm ではあ り ません。 0mm の
レベルキ ャ リ ブレーシ ョ ンが必要の場合には、 GVH004( タ ン ク テ イ レベル ) または
GVH142(DISPLAC. DRAFT) を参照 く ださい。

検尺値

喫水

キャリブレーション レベル

B

A

B=45mm 
注記: Ø50mm (標準ディスプレーサ)
         140ml (ディスプレーサ体積)  
           70ml (バランス体積)

A= タンクのデザインで異なります
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7.4.2 非開放タ ン ク

7.4.3.1 　 非開放タ ン クのレベルキャ リ ブレーシ ョ ン
LPG タ ン クは、 開放でき ないので検尺でき ません。 以下の手順に従ってキ ャ リ ブレーシ ョ ンを
実施し て く ださい。

1.NMS パラ メ ータ を確認し て く ださい。

2.GVH020( テ イ シ ) にレベルゲージを設定し て く ださい。

3. バラ ン ス を確認し て く ださい
デ ィ スプレーサがバラ ン ス状態であ る こ と を確認し て く ださい。

4. デ ィ スプレーサのバラ ン ス位置を演算し て く ださい。
50mm 標準デ ィ スプレーサの場合、 バラ ン ス体積 (GVH343) が基準値 ( デ ィ スプレーサ体積の半
分 ) です。 バラ ン ス位置は、 底板から 45mm と な り ます。

注意！
他のデ ィ スプレーササイ ズに関し ま し ては、 お問い合わせ く ださい。

GVH ファンクション

005 ジョウソウブミツド

340 ドラムシュウチョウ

342 ディスプレーサジュウリョウ

343 ディスプレーサタイセキ

344 バランスタイセキ
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5. レベルキャ リ ブレーシ ョ ン
G1 マ ト リ ッ ク ス ( キ ャ リ ブレーシ ョ ン ) の GVH150( シジア ワセ ) で 45mm にレベルキ ャ リ ブ
レーシ ョ ンを設定し て く ださい。 底板がゼロ ( 例 ： Xmm) でない場合には、 値を追加し てレベル
値を調整し て く ださい。

レベル = X + 45 （mm）

0mm

45mm

45mm
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7.5 リ モー ト 通信

7.5.1 デジ タル出力 

"GVH285" の｢ア ド レ ス｣ で、 リ モー ト 通信用のア ド レ スが設定でき ます。 プロサーボの仕様に
よ って、 使用可能なア ド レ ス範囲が異な り ます。 範囲は 0-9, 00-FF (FF は MIC 型受信器の接続
用）、 1-247( モ ド バス接続用 ) です。

･ WM550 と  Mark Space のア ド レ スは、 プロサーボ内部の通信モジュールで行います。 
･ ラ ッ クバス ( 通信 RS-485） では、 ター ミ ネーシ ョ ン抵抗を ラ ッ クバス モジ ュールで設定でき

ます。 
･ Enraf BPM のア ド レ ス範囲は、 "00-99" です。 "A-F" は使用でき ません。

7.5.2 Whessoe Matic 550 (WM550) 通信ボー ド設定

7.5.2.1       ジャ ンパー設定
WM550 通信ボード用ジ ャ ンパー設定

ソ フ ト ウ ェアを リ セ ッ ト するには、 J6 をシ ョ ー ト にし ます。 

7.5.2.2     通信ア ド レス設定

警告 !
ア ド レ スは、 WM550 通信ボード (NMS プロ グ ラ ミ ングマ ト リ ッ ク スではア ク セス不可 ) の SW1

で機械的に設定されます。 設定前にすべての選択ア ド レ ス を確認し て く ださ い。 

下表はア ド レ ス設定について説明し ています。 　

注意 !
現行のループ設定に関し ま し ては、 Whessoe 1098 または RTU 8130 の取扱説明書をご参照し て く
ださい。

ジャ ンパー 機能 デフ ォル ト 状態

J3 ( モード ) Use EPROM [IC4]->short シ ョ ー ト

J4 ( テス ト ) ソ フ ト ウ ェアテス ト シ ョ ー ト

J6 ( リ セ ッ ト ) リ セ ッ ト オープン

J7 ( ウ ォ ッ チ･ド ッ ク ) シ ョ ー ト

スイ ッ チ位置 値

1 1

2 2

3 4

4 8

5 16

6 32

ON

1 2 3 4 5 6

選択アドレス = 1

ON

1 2 3 4 5 6

選択アドレス = 5

ON

1 2 3 4 5 6

選択アドレス = 9

ON

1 2 3 4 5 6

選択アドレス = 3

ON

1 2 3 4 5 6

選択アドレス = 7

設定例
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7.5.3 Mark/Space 通信ボー ド設定

7.5.3.1  ジ ャ ンパー設定
通信ボード のジャ ンパー設定

7.5.3.2     通信ア ド レス設定

警告 !
通信ア ド レ スは、 Mark Space 通信ボード (NMS プロ グ ラ ミ ングマ ト リ ッ ク スではア ク セス不可 )
の SW1(1-8) および SW2(1-2) で機械的に設定されます。 設定前にすべての選択ア ド レ ス を確認し
て く ださい。 
下表はア ド レ ス設定について説明し ています。

機能設定
下表の とお り 各機能は SW-2 で設定し ます。

ジャ ンパー 機能 デフ ォル ト 状態

J3 ( モード ) Use EPROM [IC4]->short シ ョ ー ト

J3 ( リ セ ッ ト ) リ セ ッ ト オープン

J3 ( ウ ォ ッチ ド ッ ク ) 監視設定 シ ョ ー ト

スイ ッ チ位置 値

SW1-1 1

SW1-2 2

SW1-3 4

SW1-4 8

SW1-5 16

SW1-6 32

SW1-7 64

SW1-8 128

SW2-1 256

SW2-2 512

スイ ッ チ 機能 ???????

SW2-3 ON: アンバラ ン ス状態でのデータ通信 ON

SW2-4 ON: 低速ボーレー ト 設定 OFF

SW2-5 ON: 0-20m, OFF: 0-30m OFF

SW2-6 ON: フ ィ ー ト 計測データ OFF

SW2-7 ON: 温度データ (57 ビ ッ ト ) ON

SW2-8 ON: 華氏 (°F) 計測温度単位、 OFF: 摂氏 ( ℃ ) OFF

ON

1 2 3 4 5 6 7 8

ON

1 2 3 4 5 6 7 8

SW - 1 SW - 2

アドレス設定 機能設定
設定例 ( 上図例：267)
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7.5.4 ENRAF Bi Phase 通信ボー ド (COM3) 設定

7.5.4.1  ジ ャ ンパー設定
COM-3 通信ボード ジ ャ ンパー設定

7.5.4.2  通信プロ ト コル設定
マ ト リ ッ ク ス "GVH=286" の ｢ V1/ENRAF BPM ｣を選択し ます。

7.5.4.3  通信ア ド レス設定
プロサーボマ ト リ ッ ク ス "GVH=285" の｢ア ド レ ス｣で、 通信ア ド レ ス を設定し ます。 ア ド レ ス
は、 00-99 の範囲で設定し ます。

警告 !
選択ア ド レ スには、 A-F は設定でき ません。

7.5.4.4  通信設定
- 　 ス イ ッチ S1 ： リ セ ッ ト ス イ ッチ
- 　 コネ ク タ J3 ： デバッ ク用通信ポー ト

7.5.5 アナログ出力 

アナロ グ出力 4-20mA の仕様をご注文いただき ま し た場合には、 このハード ウ ェ アはプロサー
ボ本体に装備されて納入されます。 以下のマ ト リ ッ ク スパラ メ ータ設定では、 ア ク セス コード
を 51 に設定し ます。

ジャ ンパー 機能 デフ ォル ト 状態

JP1 
ROM タ イプ設定
1-2 シ ョ ー ト : 27C4096
2-3 シ ョ ー ト : 27C1024

2-3 シ ョ ー ト

JP2
CPU モード設定 1-2 オープン

3-4 シ ョ ー ト
5-6 シ ョ ー ト

J3 
ボーレー ト 設定
1-2 シ ョ ー ト : 1200 bps
1-2 オープン : 2400 bps

1-2 シ ョ ー ト

マ ト リ ッ クス
GVH 　

項目 設定

250 出力チャ ンネル 1 の種類 DC4 ～ 20mA 出力チャ ンネル 1 で出力させる種類
　 ( 液面計測または液温度） を指定し ます。

251 出力チャ ンネル 1 の DC 
4mA の値

DC4 ～ 20mA 出力チャ ンネル 1 の DC4ｍA を出力
させる値を設定し ます。
GVH=251 の ｢エキ メ ン レベル｣ または
｢エキ オン ド｣を選択し た場合にのみ表示され、 こ
こ での設定が可能です。
エキ メ ン レベル ： 0 ～ 99999mm
エキ オン ド ： -999 ～ 999 ℃
デフ ォル ト 値＝ ０ m/ ０ ℃ 　
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　 出力チャ ンネル 1 の DC 
20mA の値

DC4 ～ 20mA 出力チャ ンネル 1 の DC20ｍA を出力
させる値を設定し ます。
GVH=251 の ｢エキ メ ン レベル｣ または ｢エキ オン
ド｣を選択し た場合にのみ表示され、 こ こ での設定
が可能です。
エキ メ ン レベル ： 0 ～ 99999mm
エキ オン ド ： -999 ～ 999 ℃
デフ ォル ト 値＝ ０ m/ ０ ℃ 　

253 出力チャ ンネル 2 の種類 DC4 ～ 20mA 出力チャ ンネル 1 で出力させる種類
　 ( 液面計測または液温度） を指定し ます。
デフ ォル ト 値＝ ナシ 　

254 出力チャ ンネル 2 の DC 
4mA の値

DC4 ～ 20mA 出力チャ ンネル 2 の DC4ｍA を出力
させる値を設定し ます。
GVH=251 の ｢エキ メ ン レベル｣ または 
｢エキ オン ド｣を選択し た場合にのみ表示され、 こ
こ での設定が可能です。
エキ メ ン レベル ： 0 ～ 99999mm
エキ オン ド ： -999 ～ 999 ℃
デフ ォル ト 値＝ ０ m/ ０ ℃ 　

255 出力チャ ンネル 2 の DC 
20mA の値

DC4 ～ 20mA 出力チャ ンネル 2 の DC20ｍA を出力
させる値を設定し ます。
GVH=251 の ｢エキ メ ン レベル｣ または 
｢エキ オン ド｣を選択し た場合にのみ表示され、 こ
こ での設定が可能です。
エキ メ ン レベル ： 0 ～ 99999mm
エキ オン ド ： -999 ～ 999 ℃
デフ ォル ト 値＝ ０ m/ ０ ℃ 　

256 ア ラーム／エラー出力 エラー発生時、 DC4 ～ 20mA 出力チャ ンネル 1 と 2
に設定し た電流を出力し ます。
オフ ： エラー発生時でも電流を出力し ません。
ホール ド ： エラー発生時、 現在出力し ている電流

　 値が固定されます。
MAX ： エラー発生時、 現在出力し ている電流値の

　 代わ り に 20mA の電流を出力し ます。
MIN ： エラー発生時、 現在出力し ている電流値の 　

代わ り に 4mA の電流を出力し ます。
デフ ォル ト 値＝ オフ 　

マ ト リ ッ クス
GVH 　

項目 設定
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7.5.6 アラーム出力接点リ レー

ア ラーム出力接点の仕様をご注文いただき ま し た場合には、 このハード ウ ェアはプロサーボ本
体に装備されて納入されます。 最大 4 接点の出力 リ レーのア ラームが設定可能で、 以下のマ ト
リ ッ ク スパラ メ ータ設定では、 ア ク セス コード を 51 に設定し ます。

マ ト リ ッ クス ：
GVH

項目 設定

240 接点番号の選
択

" +"/"-" /"E" キーを使用し て、 接点出力 リ レー 1 ～ 4 を選
択し ます。 デフ ォル ト 値 = 1.

241 ア ラーム / エ
ラーの種類

選択し たア ラーム / エラー出力 リ レーのア ラームおよびエ
ラーの種類を選択し ます。 （な し、 液面計測、 液温度、 注
意、 警告、 緊急エラー、 バラ ン ス信号）
デフ ォル ト 値 = な し

242 ア ラームの種
類

GVH=241 の ｢エキ メ ン レベル｣ または ｢エキ オン ド｣を選択
し た場合にのみ表示され、 こ こ での設定が可能です。
上限値または下限値の選択、 デフ ォル ト 値＝ ジ ョ ウゲン

243 ア ラームの動
作値

出力 リ レーのア ラームの動作値を設定し ます。
GVH=241 の ｢エキ メ ン レベル｣ または ｢エキ オン ド｣を選択
し た場合にのみ表示され、 こ こ での設定が可能です。
エキ メ ン レベル ： 0 ～ 99999mm
エキ オン ド ： -999 ～ 999 ℃
デフ ォル ト 値＝ 0 mm

244 ア ラーム解除
の ヒ ステ リ シ
ス

出力 リ レーのア ラームが解除される時の ヒ ステ リ シス値を
設定し ます。
GVH=241 の ｢エキ メ ン レベル｣ または ｢エキ オン ド｣を選択
し た場合にのみ表示され、 こ こ での設定が可能です。
エキ メ ン レベル ： 0 ～ 99999mm
エキ オン ド ： -999 ～ 999 ℃
デフ ォル ト 値 = 0 mm.

245 ア ラーム出力
方法

出力 リ レーの出力動作種類を選択し ます。
GVH=241 の ｢エキ メ ン レベル｣ または ｢エキ オン ド｣を選択
し た場合にのみ表示され、 こ こ での設定が可能です。
ノーマル オープン (NO)、 ノーマル ク ローズ (NC)
デフ ォル ト 値 = ノ ーマル オープン

245 ア ラームオン
状態の遅延値

出力 リ レーのア ラームが出力開始遅延時間を設定し ます。
GVH=241 の ｢エキ メ ン レベル｣ または ｢エキ オン ド｣を選択
し た場合にのみ表示され、 こ こ での設定が可能です。
0 ～ 999s、 デフ ォル ト 値 = ０ s

247 ア ラームオフ
状態の遅延値

出力 リ レーのア ラームが出力終了遅延時間を設定し ます。
GVH=241 の ｢エキ メ ン レベル｣ または ｢エキ オン ド｣を選択
し た場合にのみ表示され、 こ こ での設定が可能です。
0 ～ 999s、 デフ ォル ト 値 = ０ s

エラータ イプ 内容

エキ メ ン レベル 設定し た上限停止位置および下限停止位置の超過

エキ オン ド 設定し た上限値および下限値の超過

チュ ウ イ ラ ン ク ノ  
エラー

自動ワ イヤ補正エラー、 自動デ ィ スプレサ補正エラー

ケ イ コ ク ラ ン ク ノ  
エラー

設定し た上限重量値の超過 (GVH=162)、 設定し た下限重量値の超過 
(GVH=163)、 ローカル通信エラー、 NMT エラー、 LCD エラー、 通信エ
ラー、 EEROM データエラー

キンキ ュ ウ ラ ン ク ノ  
エラー

Z 相からの入力な しエラー、 ADC センサエラー、 通信 IC エラー、 A 相か
ら入力な しエラー
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7.6 密度計測および密度プロ フ ァ イル計測 

密度計測および密度プロ フ ァ イルの仕様をご注文いただいた機器のみ有効 と な り ます。 

• 3 種類の密度計測
･ 密度プロ フ ァ イル計測

A. 密度プロ フ ァ イル計測 　 2 ～ 16 点
B. 界面密度プロ フ ァ イル
C. 手入力界面密度プロ フ ァ イル

7.6.1 密度計測

密度計測の仕様でご注文いただいた機器のみ有効 と な り ます。

安全で正確な操作を行 う ためには、 以下の必須条件を満たすこ と が必要です。

･ プロサーボは、 ご注文の仕様どお り にスポ ッ ト 密度計測用に設定されます。 ア ッ プグレード
に関するお問い合わせは、 弊社営業所にご連絡 く ださ い。

･ 密度値 : 

- 密度値は、 以下のマ ト リ ッ ク ス "GVH" で一覧を確認し、 変更する こ と ができ ます。
G0V0H5 上層部密度
G0V0H6 中層部密度
G0V0H7 低層部密度

･ デ ィ スプレーサがバラ ン ス状態で、 液面が静止状態。

以下のパラ メ ータ を設定または選択し て、 スポ ッ ト 密度計測を行 う か、 あ るいは納入時のデ
フ ォル ト 値のま までよ ろ し ければ、 そのま ま密度計測を行います。

操作
"GVH=020 " ｢カ ド ウ ソ ウサ｣で、 " ジ ョ ウ ソ ウブ ミ ツ ド、 チュ ウ ソ ウブ ミ ツ ド、 テ イ ソ ウブ ミ ツ
ド " の中の目的に応じ た密度操作を選択し ます。 プロサーボは、 空中にデ ィ スプレーサを上昇
させ、 重量を計測し て、 液体中に降下させて密度計測を行います。 その後、 デ ィ スプレーサは、
"GVH=020 " ｢カ ド ウ ソ ウサ｣ " で " ア ッ プまたはエキ メ ン レベル " が選択される までその場所に
留ま り ます。

マ ト リ ッ クス ：
GVH

項目 設定

143 ミ ツ ド ケ イ ソ
ク ジ ョ ウ
シ ョ ウ

密度計測時のデ ィ スプレーサの液面 ( 界面 ) からの上昇値
(0-300mm) を設定し ます。 デ ィ フ ォル ト 値 = 150 mm.  
規則 ： GVH=143 + GVH=144 = 300 n、 n = 整数 

144 ミ ツ ド ケ イ ソ
ク カ コ ウ

密度計測時のデ ィ スプレーサの液面 ( 界面 ) からの下降値
(0-300mm) を設定し ます。 デ ィ フ ォル ト 値 = 150 mm.  
規則 ： GVH=143 + GVH=144 = 300 n、 n = 整数 

e.g. 0.760 g/cm3

e.g. 0.880 g/cm3

e.g. 0.1000 g/cm3

(例)

-上層部密度＜中層部密度＜低層部密度
　　中層部密度－上層部密度　　0.100ｇ/ｃｍ3

　　低層部密度ー中層部密度　　0.100ｇ/ｃｍ3
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図 28: 密度プロ フ ァ イル計測

7.6.2 密度プロ フ ァ イル計測

タ ン ク プロ フ ァ イル密度計測

タ ン ク プロ フ ァ イル密度計測では、 正確な操作を安全に行 う ために以下の追加条件が必要 と な
り ます。 

ア ク セス コード 51 を設定し、 パラ メ ータ編集を行います。

･ プロサーボはご注文の仕様どお り にスポ ッ ト およびﾌプロ フ ァ イル密度計測用に設定されま
す。 ア ッ プグレード に関するお問い合わせは、 弊社営業所にご連絡 く ださい。

･ "GVH=004" ｢タ ン ク テ イ レベル｣は、 通常 0 ですが、 そ う でない場合には ( 例 : 実際の タ ン ク底
レベル = 884mm) 、 〔GVH=000/841〕 の式でプロ フ ァ イルの間隔を計算し ます。 デ ィ スプレー
サは、 ( 例 ： 884mm) よ り 低い位置を測定する前にタ ン ク底に当た り ます。

･ ｢タ ン ク テ イ レベル｣が 0 でない場合には、"GVH=840" ｢ OPE.SELECT」で｢ 3. Manual I/F Profile ｣
を選択し ます。 ｢ GVH=843 ｣ "I/F Manual Level " で実際のタ ン ク底レベル ( 例： 884mm) に設定し
ます。 こ の場合、 間隔は 〔(GVH=000 - GVH=834)/GVH=841〕 の式で計算されます。

･ 液面が静止状態の時に、 密度プロ フ ァ イルの操作が可能と な り ます。 こ こ で留意すべきは、 タ
ン ク内の液面の高さ 応じ て、 密度プロ フ ァ イル操作は 1 時間以上かかる場合があ り ます。 

注意 !
追加マ ト リ ッ ク スパラ メ ータ設定は、 WM550 通信プロ ト コルを通じ て、 リ モー ト 通信に要求さ
れます。 " セ ク シ ョ ン 11、 マ ト リ ッ ク ス 〔ダ イナ ミ ッ ク マ ト リ ッ ク ス、 デバイ スデータ ： G2
「WM550 DENS. SEL.」〕 " をご参照 く ださい。

マ ト リ ッ クス
GVH

項目 設定

154 SAFE 
DENSITY

密度計測動作許容下限レベル制御の使用、 未使用
ON ： 密度計測動作許容下限レベル制御を使用し ます。

（密度計測処理を起動し なかった場合、 ゲージ操作を "
停止 " にする）。

Ignor: 密度計測動作許容下限レベル制御を使用し ます。
（密度計測処理を起動し なかった場合、 ゲージ操作を "
液面計測 " にする）。

OFF: 密度計測動作許容下限レベル制御を使用し ません。

155 DEN. OPE. 
LEVEL

密度計測動作許容下限レベル t 値を設定し ます。
デフ ォル ト 設定 = 300 mm.

Ａ

Ｂ

上層 (ガスまたは液体)

下層
(液体)
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･ A. 密度プロ フ ァ イル計測 (Max.16 点 )
"GVH=840" ｢ Ope Select ｣ 1: Tank Profile. 

･ B. 界面密度プロ フ ァ イル
"GVH=840" ｢ Ope. Select」 2: I/F Profile. 

･ C. 手入力界面密度プロ フ ァ イル
"GVH=840" ｢ Ope. Select」 3: MANU.I/F Profile.  

A, B, C を選びますと、 以下のパラ メ ータ を設定または選択でき ます。 あ るいは、 デフ ォル ト 設
定も使用可能です。

タ ン ク プロ フ ァ イル ( 密度プロ フ ァ イル ) 測定の初期設定
全ての必要な設定は、 前項で説明し た よ う に "G8 タ ン ク プロ フ ァ イル " で設定でき ます。 実際
の操作の前に設定する フ ァ ク タが 6 個あ り ます。

マ ト リ ッ クス
GVH

項目 設定

841 Ope Point 密度計測点数を設定し ます。 2 ～ 16 点、
デフ ォル ト 設定 = 2.

843 I/F Manu. 
Level

界面レベル手入力値設定 　 0 ～ 99999.9mm
デフ ォル ト 設定 = 0 mm.
（手入力プロ フ ァ イルパラ メ ータ を基にタ ン ク プロ フ ァ イル
が
作成されます。 )

844 Bal. Level 液静止検出レベル設定 　 1.0 ～ 99.9mm
（99.9ｍｍ 設定時、 液静止検出は行いません。）
デフ ォル ト 設定 = 2.0 mm.

845 Up Wait Time 空中待機時間 　 1 ～ 31min.
空中重量テーブル作成時に各計測位置で待機する時間
デフ ォル ト 設定 = 1 min.

846 Liq Wait Time 液中待機時間 　 1 ～ 31min.
密度計測時に、 液中で待機する時間
デフ ォル ト 設定 = 1 minute.

847 Ope Wait Time 実行待機時間 　 1 ～ 31min.
密度プロ フ ァ イル処理開始条件が成立し なかった場合に待機
する時間
デフ ォル ト 設定 = 1 minute.
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G8V4H0 OPE. SELECT

G8V4H1 OPE. POINT

G8V4H4 BAL. LEVEL

項目 手順 注意

• ｽﾀﾃｨｯｸ ﾏﾄﾘｯｸｽの

"ｷﾘｶｴ&ｴﾗｰ/ｱﾗｰﾑ"の横列

から G0V3H0 " ﾏﾄﾘｯｸｽ 

ｷﾘｶｴ " を選択し、 "Tank 

profile" を選択し ます。

ア ク セス コード 50 を設定

• ﾌｧﾝｸｼｮﾝｸﾞﾙｰﾌﾟの "PRO-
FILE OPE" と G8V4H0 

"OPE SELECT" を選択し ま

す。

"PROFILE OPE" の横列は密度

プロ フ ァ イル操作の設定に必

要なフ ァ ン ク シ ョ ングループ

だけです。

• 選択 1: + または - キーを

押し て "TANK PROFILE" 

移動し、

• E キーを押し て設定し ま

す。

 "0: SPOT" を選択する と密度

プロ フ ァ イル測定の代わ り に

上層部密度測定を使用可能に

し ます。 

項目 手順 注意

• G8V4H1 "OPE POINT " を

選択し て、 密度測定位置を

設定し ます。

• ア ク セス コード 51 に設定

し ます。 デ ィ フ ォル ト 値は

2ヶ所で 16ヶ所まで選択で

き ます。 

• + または - キーを押し て必

要な数を入力し、 E キーで

確定し ます。

• 選択された測定箇所数がい

く つであろ う と、 液面内で

あれば測定間隔、 各位置間

は自動演算されます。

項目 手順 注意

• G8V4H4 "BAL LEVEL" 選

択し て、 操作を開始する た

めの液安定領域を設定し ま

す。 

• ア ク セス コード 51 に設定

し ます。 NMS ソ フ ト ウ ェア

は 5 分毎に液面を スキ ャ

ン、 記録する機能を持って

います。

• + または - キーで要求値を

入力し、 Ｅ キーで確定し

ます。 出力値 99.9mm はレ

ベル状態に関係な く 測定処

理を実行する こ と を示し て

います。

• NMS は、 液面が 5 分前に記

録し たレベルデータ と比較

し て入力値内であ る場合、

実測定を開始し ます。 この

機能は液が満杯なる こ と や

流出する こ と を回避する た

めの安全動作状態を確実に

し ます。

PROFILE
OPE.

OPE.
POINT

TANK
PROFILE

BAL.
LEVEL

GVH=844
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G8V4H5 UP WAIT TIME

G8V4H6 LIQ. WAIT TIME

G8V4H7 OPE. WAIT TIME

タ ン ク プロ フ ァ イル （密度プロ フ ァ イル） 測定の操作
全初期設定が完了後、 実際の動作が 1 つのコマン ド によ り 開始されます。 こ の機能に関する処理
ステータ スが G8V5H0 に表示され、 液面状況も G8V5H1 に表示されます。 ステータ ス表示およ
び記述は以下の表の通 り です。

項目 手順 注意

• G8V4H4 "UP WAIT TIME"

を選択し て、 空気中での

デ ィ スプレーサ重量のキ ャ

リ ブレーシ ョ ン間隔を設定

し ます。

• ア ク セス コード 51 を設定

し ます。 "BAL LEVEL" の

範囲内に液面安定範囲があ

る こ と を確認後、 デ ィ スプ

レーサは液表面よ り 約

500mm 上昇し ます。 

• + または - キーを押し て、

要求待機時間を入力し、 E

キーで確定し ます。

• 空気中において、 デ ィ スプ

レーサ重量は 8ヶ所でキ ャ

リ ブレーシ ョ ン されます。

その位置間隔は、 精度を高

める ために、 デ ィ スプレー

サに付着し た余分な滴が垂

れる時間を考慮し ていま

す。 

項目 手順 注意

• G8V4H6 "LIQ. WAIT 

TIME" 選択し て、 デ ィ ス

プレーサ重量キ ャ リ ブレー

シ ョ ンの液体中の各測定位

置間隔を設定し ます。

• ア ク セス コード 51 を設定

し ます。 

• デ ィ スプレーサの動作によ

り 起こ る小さい乱流は、 正

確に測定する ための液体環

境を乱す恐れがあ り ます。

• + または - キーを押し て、

要求待機時間を入力し、 E

キーで確定し ます。

• こ の機能は実測定が入力値

に基づき開始する前に演算

された各位置でデ ィ スプ

レーサが保持されます。

項目 手順 注意

• G8V4H7 "OPE. WAIT 

TIME" を選択し て、 実稼

動を開始する前に "BAL. 

LEVEL" を受け入れる ため

に稼動待機制限時間を設定

し ます。

• ア ク セス コード 51 を設定

し ます。 

• "BAL. LEVEL" の状態が記

述される場合のみ、 全運転

が始 り ます。

• + または - キーを押し て、

要求待機時間を入力し、 E

キーで確定し ます。

•  全運伝が終了する前に

"BAL. LEVEL" を設定でき

ない場合に、 NMS がどの く

らい待機するか設定する機

能です。

TANK
PROFILE

UP.WAIT
TIME

GVH=845

TANK
PROFILE

Function 
Group

LIQ. WAIT
TIME

GVH=846

Matrix Group : TANK PROFILE

TANK
PROFILE

Function 
Group

OPE. WAIT
TIME

GVH=847

Matrix Group : TANK PROFILE
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処理ステータ ス (G8V5H0, OPE. STATUS)

レベル状況ステータ ス (G8V5H1, LEVEL CONDITION)

ステータス 内容

0: Accepting 密度プロ フ ァ イルコマン ド の受け入れ

1: Standby 密度プロ フ ァ イルコマン ド の実行準備中

2: In operation 密度プロ フ ァ イルコマン ド を実行中

3: OPR. END 密度プロ フ ァ イル処理が正常に終了

4: UN_BALANCE ERR 失敗 : 密度プロ フ ァ イル処理の要求状況に不満

5: IPR. ERR. STOP 失敗 : 密度プロ フ ァ イル処理中に異常状況が発生

ステータス 内容

0: Off Level Meas. 前回の操作がレベル以外 ( プロ フ ァ イル開始不可 )

1: Stable 液静止 / 条件成立 ( プロ フ ァ イル開始可能 )

2: Unstable 液不安定 / 条件不成立 ( プロ フ ァ イル開始不可 )

3: Ignor condition 液静止監視な し ( プロ フ ァ イル開始不可 )

Item Procedure Remarks

• ス タ テ ィ ッ ク マ ト リ ッ ク ス

の G0V2H0 "OPERATION" 

を選択し、 "UPPER DEN-
SITY" を選択し ます。

• ア ク セス コード 50 を設定

し ます。 

• 処理コマン ド "UPPER 

DENSITY" は、 "G8V4H0"

の設定によ ってスポ ッ ト と

タ ン ク プロ フ ァ イル密度計

測を共有し ます。

• E キーを押し て操作を処理

開始し ます。 

• 処理は、 NMS がレベル測定

モード であ る時に開始する

必要があ り ます。

• 最終測定位置の後で、 デ ィ

スプレーサが自動的にレベ

ル測定に戻る間にエラーが

生じ た場合を除き ます。

• 安全に処理するために、

デ ィ スプレーサはデータ処

理が完了し な く て も レベル

測定に戻 り ます。

GVH=020

ソウサ カドウソウサ

スタティック マトリックス

エキメンレベル
アップ
テイシ
タンクテイレベル
チュウカンカイメン
ジョウソウブミツド
チュウソウブミツド
テイソウブミツド
サイゲンテスト
ミズジャク
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密度プロ フ ァ イルの動作説明図

処理方法
1. レベル測定の処理ステータ ス
2. デ ィ スプレーサを上昇させ、 空気中の 8 測定点で重量を測定し ます。
3. 液中の設定された位置で密度測定を行います。
4. レベル測定に戻 り ます。
5. G8 マ ト リ ッ ク スに従ってデータ を保存し ます。

警告！
密度プロ フ ァ イル機能 （G8 マ ト リ ッ ク ス） に関する平均密度および温度データは、 通常の上層
部密度 （スポ ッ ト ） および温度 ( 継続的にスキ ャ ン された ) データであ る G0 ス タ テ ィ ッ ク マ ト
リ ッ ク スのデータ と は、 完全に違います。
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7.7 界面計測

NMS は、 以下の操作で界面計測を行います。

･ 上部界面 : 上層部と中層部の液体の界面を計測し ます。 ｢ジ ョ ウブ カ イ メ ン｣操作では上部界面
にデ ィ スプレーサが留ま り ます。

･ 下部界面 : 中層部と下層部の液体の界面を計測し ます。 ｢チュ ウ カン カ イ メ ン｣操作では下部界
面にデ ィ スプレーサが留ま り ます。

･ 水尺 : 下層水と その上の液体と の界面を計測し ます。 ｢ ミ ズ ジ ャ ク｣操作では下部界面にデ ィ ス
プレーサが留ま り ます。

界面計測では、 安全を確保し、 正確な操作を行 う ために以下の追加条件が必要と な り ます。 

･ 密度値 : 

以下のマ ト リ ッ ク スで密度値の一覧および変更ができ ます。

G0V0H5 上層部密度
G0V0H6 中層部密度
G0V0H7 低層部密度

 注意！
追加マ ト リ ッ ク スパラ メ ータ設定が、 WM550 通信プロ ト コルを通じ て、 リ モー ト 通信用に要求
されます。 " セ ク シ ョ ン 11、 マ ト リ ッ ク ス 〔ダ イナ ミ ッ ク マ ト リ ッ ク ス、 デバイ スデータ ： G2
「WM550 ALM. SELECT」〕 " をご参照 く ださい。

操作 :
必要事項を確認し た後、マ ト リ ッ ク ス "GVH=020" ｢ OPERATION ｣で目的の操作に応じ て、 "+" or 
"-" キー を使用し て選択し ます。 目的の操作が表示されま し た ら、 "E" キー押し て確定し ます。

e.g. 0.760 g/cm3

e.g. 0.880 g/cm3

e.g. 0.1000 g/cm3

(例)

   - 上層部密度 < 中層部密度 < 低層部密度
            中層部密度 - 上層部密度      0.100 g/cm3

            低層部密度 - 中層部密度      0.100 g/cm3
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7.8 税関による封印

保税封印が必要な場合には、 以下の方法で行 う こ と ができ ます。

・ マ ト リ ッ ク ス GVH=278 ｢ホゼイ ソ ウサ ヨ ウ ミ ツ ド｣に設定液の密度を入力し ます ( も し、 操作
中密度が変化する恐れがあ る と きは、 それまでの平均の密度を入力し て く ださ い )。

・ NMS の電気室のカバーを開けます。

・ CPU ボード (TCB、 図 29 参照 ) 上のプロ テ ク ト SW を ON にする と、 EEROM の書き込みが禁
止と な り 対象と な るデータが変更できな く な り ます。

図 29: CPU ボー ド  TCB
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8 ト ラ ブルシューテ ィ ング

NMS は高性能な自己診断機能によ り 、 も し電源を入れた状態で何かエラーが発生し た時は、 液
晶画面にエラー メ ッ セージが表示されます。 エラーが確認される と マ ト リ ッ ク スの表示にエ
ラー メ ッ セージが交互に点滅し ます。 なお、 エラー メ ッ セージが表示された時でも画面の操作
は行えます。

エラー メ ッ セージは NMS の メ モ リ に自動的に保存され、 ス タ テ ィ ッ ク マ ト リ ッ ク ス "GVH=037"
でエラーの履歴が表示されます。

8.1 エ ラーの履歴表示

項目 手順 注意

ス タ テ ィ ッ クマ ト リ ッ ク ス

タ ッ チコ ン ト ロール

1) ス タ テ ィ ッ ク マ ト リ ッ ク
ス GVH=036 ｢ゲンザイ ノ
エラー｣を呼出し ます。

2) ス タ テ ィ ッ ク マ ト リ ッ ク
スの GVH=037" に過去
の履歴が最近のものか
ら順に表示されます。
最大 100 までのエラー
履歴が保存可能です。
100 回を超え る と古いも
のから上書き されます。
表示の仕方は年 ・ 月 ・
日 ・ 時 ・ 分 ・ 計器内温
度 ・ エラーの通し番号
の順です。 　 例えば、
97 　 3192238 　 2402 は 　
｢エラー発生時が 1997 年
3 月 19 日 22 時 38 分で
計器内温度が 24 度。 こ
のエラーは NMS 取付時
よ り 2 番目のエラー｣と
い う こ と にな り ます。

･ マ ト リ ッ ク ス 
"GVH=037" では、
画面にエラー メ ッ
セージ、 カレ ンダ、
ア ド バイ スが表示
されます。 
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8.2 エラー メ ッ セージ一覧

メ ッ セージ 原因 対処方法 エラー
コー ド

-49.5 ℃ NMT 温度センサの短絡エレ メ ン ト エ
ラー表示

エレ メ ン ト をチェ ッ クする ために GVH ＝
450 ～ GVH ＝ 459 を確認し て く ださい。

-358.0 ℃ NMT 温度センサでエレ メ ン ト が使用
不可、 または取付け されていない

エレ メ ン ト の合計数を GVH ＝ 482 で確認し
て く ださい。

359.0 ℃ NMT 温度センサの断線エレ メ ン ト エ
ラー表示

エレ メ ン ト をチェ ッ クする ために GVH ＝
450 ～ GVH ＝ 459 を確認し て く ださい。

ADC/ センサ ノ  
エラー

A/D コ ンバータ用 IC も し く はセンサ
が故障し た場合に発生し ます。

弊社営業店にご相談 く ださ い。 107

ADJ. XXX カ ウ ン ト チ ョ ウセ
イ
(X=A, I, Z または組合せ )

エン コーダ Ａ， Ｚ ， Ｉ ， Ａ&Z 相用
カ ウ ン タ補正発生

制御に支障はあ り ません。 
頻繁に発生する場合には、 弊社営業所にご
相談 く ださい。

A ソ ウ シュ ツ リ ョ クナシ エン コーダからの A 相信号の出力が
使用不可

検出部ユニ ッ ト を交換し て く ださ い。 復帰
し ない場合には弊社営業所にご相談 く ださ
い。

122

レベルガボ ト ム イ カ NMS デ ィ スプレーサ位置が NMT 温
度センサのエレ メ ン ト 最下点位置 +
液切替オフセ ッ ト よ り 下にあ る時エ
ラーを表示し ます。

デバイ ス エラー ： DEV1( ま
たは 2)

HART デバイ ス 1 または 2 (HART 通
信仕様の圧力計等 ) にデバイ スエ
ラー発生

HART デバイ ス 1 ( または 2) を確認し て く だ
さい。

130, 131

デバイ スエラー ： NMT プロサーモ NMT53x に、 デバイ スエ
ラーが発生し ます。

プロサーモ NMT53 ｘ をチェ ッ ク し て く ださ
い。 エラー メ ッ セージを取扱説明書で確認
し て く ださい。

250

デバイ スエラー ： NRF プロモニタ NRF560 に、 エラーが発
生し ています。

プロモニタ をチェ ッ ク し て く ださ い。 エ
ラー メ ッ セージを取扱説明書で確認し て く
ださい。

240

デ ィ スプレーサ ノ コ ウセイ 自動重量校正の誤差が、 その設定限
度を超えています

デ ィ スプレーサの堆積物または沈殿物を
チェ ッ ク し て く ださい。

120

エレ メ ン ト 0 レ ンジオー
バー

NMT のの基準抵抗値 ) が許容範囲外
です。

ド ウサフ ノ ウ 重量テーブルの異常 再度、 重量校正を行って く ださ い。

ローカルエラー ： デバイ ス
1(or 2)

ローカル HART 機器 1(or 2) と NMS
間の HART 通信エラー 　

NMS と HART 機器の接続を確認し て く ださ
い。

232/233

ローカルエラー ： NMT NMT 温度センサ と NMS 間の HART
通信エラー

NMT と の接続をチェ ッ ク し て く ださい。
GVH ＝ 362" セツゾ ク NMT" の温度センサ種
類をチェ ッ ク し て く ださい。

111

ローカルエラー ： NRF NR Ｆ と NMS 間の HART 通信エラー NRF と の接続をチェ ッ ク し て く ださい。
GVH ＝ 361" セツゾ ク NRF" のタ ン クサイ ド
モニタ種類をチェ ッ ク し て く ださ い。

113

メ ンテナン ス GVH157 サービ スモード＝ ON GVH=OFF に設定し て く ださい。 199

ホゼイ ： メ モ リ ーコ シ ョ ウ 保税封印後、 メ モ リ が故障し た時に
エラーが発生し ます。

CPU ボード を交換し て く ださ い。 復帰し な
い場合には弊社営業所にご相談 く ださ い。

201

MPU RESET CPU が リ セ ッ ト されま し た。
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注意！
エラー履歴が GVH=037 「エラー メ ッ セージ」 に残 り ます。

MPU: START ACT こ の表示はエラーではあ り ません。
CPU がセ ッ ト された時に表示されま
す。 通常電源が投入された時にも表
示されます。

電源がオンになっているかご確認 く ださ い。
電源の投入後、 しばら く こ のエラー メ ッ
セージが表示される よ う な ら、 弊社営業所
にご相談 く ださ い。

ジ ョ ウゲン ジュ ウ リ ョ ウ マ ト リ ッ ク ス GVH=162 ｢ジ ョ ウゲン 
ジュ ウ リ ョ ウ｣で設定し た上限重量値
を超えた時エラーが発生し ます。 こ
の時 NMS は停止し ます。

デ ィ スプレーサがステ ィ ルパイプなどに
引っ掛かっていないか、 またデ ィ スプレー
サに付着物が付いていないかご確認 く ださ
い。
マ ト リ ッ ク ス GVH=371 ｢オーバーキ ャ ンセル
｣をオンする と エラーが解除される までデ ィ
スプレーサがゆっ く り 下が り ます。

101

POWER FAILURE 供給電圧が許容値以下で起こ るエ
ラー

電源を確認し て く ださ い。 124

RAM FAILURE CPU RAM の故障 復帰し ない場合には弊社営業所にご相談 く
ださい。

ROM ERROR EEPROM の故障 132

SIFA ERROR デジ タル出力の通信基板と CPU 基板
間のエラー

CPU 基板を交換し て く ださ い。 復帰し ない
場合には弊社営業所にご相談 く ださ い。

114

TEMP COM OPEN NMT 温度センサの共通ラ イ ン開放エ
ラーを表示

TEMP COM SHORT NMT 温度センサの共通ラ イ ン短絡エ
ラーを表示

カゲン ジ ュ ウ リ ョ ウ マ ト リ ッ ク ス GVH=163 ｢カゲン ジ ュ
ウ リ ョ ウ｣で設定し た下限重量値を下
回った時エラーが発生し ます。 こ の
時 NMS は停止し ます。

測定ワ イヤが切れていないか、 またデ ィ ス
プレーサが無 く なっていないかご確認し て
く ださい。 プロサーボの取付も確認し て く
ださい。 復帰し ない場合には、 弊社営業店
にご相談 く ださ い。

102

ワ イヤ ナガサ ノ  コ ウセイ 自動ワ イヤ校正の誤差が設定限度を
超えています。

ワ イヤ と ワ イヤ ド ラ ムをチェ ッ ク し て く だ
さい。

115

Z ソ ウ ノ  シンゴ ウ ハイ ラ ズ エン コーダからの Z 相 ( ワ イヤ ド ラ
ム 1 回転に対し、 １ パルスの信号を
発信する ) の信号が確認でき なかっ
た場合に
エラーが発生し ます。

NMS の検出部ユニ ッ ト を交換し て く ださい。
復帰し ない場合には、 弊社営業店にご相談
く ださい。

106,112

MPU:XXXX
(XXXX= テキス ト )

CPU のエラー 制御に支障はあ り ません。 
頻繁に発生する場合には、 弊社営業所にご
相談 く ださ い。

OPE.CODE ERROR 不正操作コマン ド にア ク セス し てい
ます。

メ ッ セージが頻繁に発生する場合には、 弊
社営業所にご相談 く ださ い。

LCD CHECK LCD のエラー LCD を交換し て く ださい。 121

ケ イ キナイ オン ド NMS 計器内の温度が ８ ０ 度を超え る
と エラーが発生し ます。

計器の周 り の温度状態を確認し て く ださ い。
も し、 高温の液体を扱っている タ ン ク の場
合には、 液体温度が NMS に影響を及ぼさ な
いよ う に注意し て く ださ い。

DRIVER ERROR モータード ラ イバにエラーが発生し
ま し た。

弊社営業所にご相談 く ださ い。

メ ッ セージ 原因 対処方法 エラー
コー ド
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8.3 診断および ト ラ ブルシューテ ィ ング ： フ ローチャー ト

素子NO.10までは短絡素

子をGVH450～GVH459で

確認。 

No.11以上はGVH470で素

子No. を選択し、GVH473 

でﾃﾞｰﾀを確認する。

温度表示が -49.5 ℃

頻繁に発生？

NMT内部配線ｺﾈｸﾀを確
認。異常があれば修正。
素子抵抗値をﾁｪｯｸし、素

子短絡なら、G4ﾏﾄﾘｯｸｽﾃﾞ

ｰﾀ全てを記録し、一式メ- 

ｶ-に返却。 

温度表示が358.0 ℃

ADJ(A, I, Z) ｶｳﾝﾄﾁｮｳｾｲ 

YYMMDDhhmm TT ##

頻繁に発生？

原因:NMT温度素子の短絡

原因:何らかの理由により

温度計測ができない状態。
全ての温度素子が気体中
にあり、液平均温度が計測
できない。全ての温度素子
が液中にあり、気体の平均

温度が計測できない。

これは、機器のｴﾗｰを表示
しているのではなく、ｱﾌﾟﾘｹ
ｰｼｮﾝの特別な状態を示し

ている。

ｴﾗｰ表示: -49.5 C

ｴﾗｰ表示: 358.0 C 

ｴﾗｰ表示: 359.5 C 

温度表示が359.5 ℃
原因: NMT温度素子の断

線

素子NO.10までは断線素

子をGVH450～GVH459で

確認。 

No.11以上はGVH470で素

子No. を選択し、GVH473 

でﾃﾞｰﾀを確認する。

NMT内部配線ｺﾈｸﾀを確

認。異常があれば修復。
素子抵抗値をﾁｪｯｸし、素

子断線なら、G4ﾏﾄﾘｯｸｽﾃﾞ
ｰﾀ全てを記録し、一式メｰ

ｶに返却。 

自己診断: ADC ｾﾝｻ　ノ　ｴﾗｰ 

ADC SENSOR ERROR 

YYMMDDhhmm TT ##

原因:重量検出用A/D変換

器の出力値が規定外

TCBを交換して復帰すれ

ば、TCB異常、復帰しない

場合、検出部交換

CN5,CN7ｺﾈｸﾀ接続修正
TCB CN5, CN7

ｺﾈｸﾀ接続はOK?

自己診断: ADJ.XXX ｶｳﾝﾄ ﾁｮｳｾｲ

現場ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ（ｹﾞｰｼﾞヘ
ッドの振動、極端な液変
動）が想定できる。

Endress+Hauserに連絡。

検出部を交換

そのまま、使用し経過を

見る。

自己診断:A ｿｳ ｼｭﾂﾘｮｸ ﾅｼ

A ｿｳ ｼｭﾂﾘｮｸ ﾅｼ 

YYMMDDhhmm TT ##

原因:ﾛｰﾀﾘｰｴﾝｺｰﾀﾞからの

A相信号入力が、ﾓｰﾀ(液

位）が15mm以上動作して

いるにも関わらず、ない。

TCBを交換して復帰すれ

ば、TCBの異常、復帰しな

い場合、検出部交換

CN5,CN7ｺﾈｸﾀ接続修正
TCB CN5, CN7

ｺﾈｸﾀ接続はOK?

原因：ﾚﾍﾞﾙ自動構成機構
により、表示ｶﾚﾝﾀﾞ時刻にﾚ

ﾍﾞﾙ補正が発生した。 

Yes

No

Yes

Yes

No

Yes

No

そのまま、使用し経過を

見る。

No
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最下点素子位置ﾃﾞｰﾀを

GVH486で調整（0 -500 

mm）. これにより、液位が
低いとき、ｴﾗｰはる出にく
くなる。しかし、これはガス
温を計測する可能性があ
り、液温が正しく計測でき

るとは限らない。

(温度表示がﾞ358℃）

原因：液面位置が最下点
温度素子以下で温度計測

できず

原因：HARﾃﾞﾊﾞｲｽ内部にｴﾗ

ｰが発生し、HARTｾﾝｻとし

て機能しない。

HARTｾﾝｻのﾏﾆｭｱﾙ参照

ｴﾗｰ表示 : ﾚﾍﾞﾙ ｶﾞ ﾎﾞﾄﾑ ｲｶ

ｴﾗｰ表示 : ﾃﾞﾊﾞｲｽ ｴﾗｰ: DEV1 (または2)

ｴﾗｰ表示: ﾃﾞﾊﾞｲｽｴﾗｰ : NRF 

原因:NRF560ﾀﾝｸｻｲﾄﾞﾓﾆﾀ

内部に異常発生

NRF560のﾏﾆｭｱﾙ参照

ｴﾗｰ表示: ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｰｻ ﾉ ｺｳｾｲ ｴﾗｰ

GVH185 の設定値を増加
させるか、ﾎｰﾙｾﾝｻの校

正、重量校正のし直し。

ｴﾗｰ表示: ｴﾚﾒﾝﾄ 0 ﾚﾝｼﾞ ｵｰﾊﾞｰ 

温度ﾃﾞｰﾀﾏﾄﾘｯｸｽのﾃﾞｰﾀ
を記録し、温度ﾓｼﾞｭｰﾙの

交換

ｺﾈｸﾀ接続の修復
NMTﾓｼﾞｭｰﾙｺﾈｸﾀ

の接続OK?

原因:自動重量校正動
作中、ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｰｻ重量計

測値誤差（GVH184)が

許容値（GVH185） で設

定された値を超えた。

SW v 4.20 or 以後 ?

GVH498をONするとｴﾗｰ
ではなくなる。但し温度は

358℃

注意: 

ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｰｻﾎﾟｼｼｮﾝが最下

点位置（+ｵﾌｫｾｯﾄ）以下に
なると、このｴﾗｰが発生す
る。なぜなら、実際に液温
を計測することはできない

から。

(ﾃﾞﾊﾞｲｽｴﾗｰ：DEV1

(または2) 

原因：NMT温度ｾﾝｻに異

常が発生

GVH480で現在のｴﾗｰｺｰﾄﾞ

を確認。GVH491で前回の

ｴﾗｰを確認。NMTﾏﾆｭｱﾙ

で原因を確認する。

ｴﾗｰ表示: ﾃﾞﾊﾞｲｽ ｴﾗｰ　: NMT

(ﾃﾞﾊﾞｲｽ　ｴﾗｰ:NMT)

(表示ﾃﾞｰﾀがﾞﾌﾗｯｼﾝｸﾞ)

(表示ﾃﾞｰﾀがﾞﾌﾗｯｼﾝｸﾞ)

ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｰｻに付着物?

ﾃﾞｨｳｽﾌﾟﾚｰｻ､ﾜｲﾔﾄﾞﾗﾑ、ﾜ
ｲﾔの清掃、ﾎｰﾙｾﾝｻ校

正、重量校正の実施

(GVH480：ELEM  Rang 

over)

ｴﾗｰ表示: ﾄﾞｳｻ ﾌﾉｳ 

原因:無効重量ﾃｰﾌﾞﾙﾃﾞｰﾀ
のため、ｹﾞｰｼﾞ動作が不

能。

ﾎｰﾙｾﾝｻ調整、重量校正

の実施

ﾄﾞｳｻ ﾌﾉｳ

OPERATION

Yes

No

Yes

No

No

No
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HARTｾﾝｻの通信ｱﾄﾞﾚｽ

HART DEVICE １=4

HART DEVECE 2=5

になっていない。

ｱﾄﾞﾚｽｾｯﾄ

(ﾛｰｶﾙｴﾗｰ：ﾃﾞﾊﾞｲｽ1

(または2）

原因:HARTｾﾝｻ(1).(2)の

HART通信ｴﾗｰ

ｴﾗｰ表示: ﾛｰｶﾙｴﾗｰ：ﾃﾞﾊﾞｲｽ1(または2) ｴﾗｰ表示: ﾛｰｶﾙｴﾗｰ： NRF

原因:NRF560ﾀﾝｸｻｲﾄﾞﾓﾆﾀ

の内部に問題あり。

HARTｾﾝｻが接続

されている

GVH549,649がONしている
にも関わらず、ｾﾝｻ接続が

されていない。GVH549,649

をOFFにする。

原因:NMT温度ｾﾝｻの

HART通信ｴﾗｰ

GVH480でNMT温度計の

ｴﾗｰ確認、NMTマニュア

ル参照

ｴﾗｰ表示: ﾛｰｶﾙｴﾗｰ： NMT

(ﾛｰｶﾙｴﾗｰ NMT)

(LOCAL ERROR NMT)

GVH361 OK ? GVH361ﾃﾞｰﾀを修正

ｴﾗｰ表示 : ﾎｾﾞｲ：ﾒﾓﾘｰｺｼｮｳ 

W&M機能付のとき、NMS

のRAMﾁｪｯｸ機能でｴﾗｰが

検出された。CPU TCB交

換

ﾎｾﾞｲ：ﾒﾓﾘｺｼｮｳ

YYMMDDhhmm TT ##

Yes

No

Yes

No

HARTｾﾝｻが故障、または

NMSのHART回路、HART

電源異常。修理

GVH361をﾁｪｯｸ:

NRF >=v 1.82, CONTACT2

NRF < v 1.82,  CONTACT1 

HART線間電圧は、
DC16.5 - 25.5V ?

NMS HART通信通信ﾓｼﾞｭ

ｰﾙTCB、NRF HART通信ﾓ

ｼﾞｭｰﾙFCBをﾁｪｯｸ

No

原因: 外部ﾉｲｽﾞなどによ

り、CPUが暴走しｳｵｯﾁﾄﾞｯｸﾞ
が働き、ﾘｾｯﾄが発生しﾌﾟﾛ

ｸﾞﾗﾑが再ｽﾀｰﾄした。

ｴﾗｰ表示 : MPU : RESET

単発でﾉｲｽﾞの影響を受け
た可能性あり、そのまま様

子を見る。

MPU reset

YYMMDDhhmm TT ##

頻繁に発生?

ｹﾞｰｼﾞ本体のｱｰｽが確実

か確認。
外部のﾉｲｽﾞ源をﾁｪｯｸし対

策。

CPU TCB を交換し様子を

みる。
No

HART端子電圧

が16V以下

Yes

No

HART端子電圧

が16V以下

NMTｾﾝｻが故障、または

NMSのHART回路、HART

電源異常。修理

Yes

NMTｾﾝｻが接続されない

のに、GVH362がOFFにな

っていない。

Yes

HART通信配線、NMS 

HART通信ﾓｼﾞｭｰﾙTCB、

NRF HART通信ﾓｼﾞｭｰﾙ

FCBをﾁｪｯｸ

Yes

ｴﾗｰ表示 :ﾒﾝﾃﾅﾝｽ

NMSがﾒﾝﾃﾅﾝｽにセットさ
れた状態を示す。

（GVH157）

ﾒﾝﾃﾅﾝｽ
YYMMDDhhmm TT ##

Yes
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電源OFF/ONが事実であ

ればOK.頻繁に発生する

なら、NMSの電源ﾗｲﾝ、供

給電源系統を調査

MPU: START ACT

YYMMDDhhmm TT ##

原因：記録されたｶﾚﾝﾀﾞｰ時

刻に電源のOFF/ONが発

生した。

自己診断記録:　MPU : START ACT 自己診断: ROM ERROR

原因: 測定ﾜｲﾔの張力が

GVH163で設定された値を

超えている。

ｹﾞｰｼﾞ操作= ﾃｲｼ
GVH371 = ON

ｴﾗｰ表示: ｼﾞｮｳｹﾞﾝ ｼﾞｭｳﾘｮｳ

(表示ﾃﾞｰﾀがﾌﾗｯｼﾝｸﾞ)
ｴﾗｰ表示: TEMP. BELOW RAMGE 

NMTの仕様確認。

GVH450 ～459にて各点
温度ﾁｪｯｸ。ﾀﾝｸ内温度も

同時ﾁｪｯｸ

CPUﾓｼﾞｭｰﾙ TCBの交換

一時的にｵｰﾊﾞﾃﾝｼｮﾝが発
生した。そのまま、様子を

見る。

No

原因:NMT温度計の温度素
子ｺﾓﾝ線の断線または、配

線ｺﾈｸﾀの外れ。

ｴﾗｰ表示: TEMP. COM. OPEN

温度ﾏﾄﾘｯｸｽﾃﾞｰﾀを記録

し、温度ﾓｼﾞｭｰﾙ交換　

ｺﾓﾝ線の断線

あるか？
断線箇所修復

No

ROM ERROR

YYMMDDhhmm TT ##

自己診断: SIFA ERROR

原因：CPUのSIFAﾌｪｯﾁｴﾗｰ

CPUﾓｼﾞｭｰﾙ TCBの交換

SIFA ERROR

YYMMDDhhmm TT ##

再巻上げして

ｵｰﾊﾞﾃﾝｼｮﾝ?

ｵｰﾊﾞﾃﾝｼｮﾝの原因がまだ
存在する。原因確認し、修

復作業。

Yes

自己診断: POWER FAILURE 

POWER FAILURE

YYMMDDhhmm TT ##

供給電源の電圧変動を確

認

原因: 記録されたｶﾚﾝﾀﾞｰ時
刻に電源電圧が規定値以
下または以上以上になっ

た。（W&M仕様）

自己診断 : RAM FAILURE 

CPUﾓｼﾞｭｰﾙ TCBの交換

RAM FAILURE

YYMMDDhhmm TT ##

原因：CPUのRAMﾌｪｯﾁｴﾗｰ

温度はﾚﾝｼﾞより下？

温度ﾏﾄﾘｯｸｽﾃﾞｰﾀの記録
を採り、温度ﾓｼﾞｭｰﾙの交

換

正常動作。温度が仕様範
囲内に戻れば、ｴﾗｰは消

える。

原因: 

温度計測値がNMTの計測

範囲より外れている。

(表示ﾃﾞｰﾀのﾌﾗｯｼﾝｸﾞ)

(表示ﾃﾞｰﾀﾌﾗｯｼﾝｸﾞ)

Yes

No

Yes

原因：CPUのROMﾌｪｯﾁｴﾗｰ
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温度ﾏﾄﾘｯｸﾃﾞｰﾀを記録

し、温度ﾓｼﾞｭｰﾙを交換

原因:NMTｾﾝｻのｺﾓﾝ線が

短絡ラインコモン

自己診断 : TEMP. COM. SHORT

原因:計測した温度値が仕
様温度の上限を超えてい

る。

温度仕様確認

GVH450～459にて各点

温度確認

タンク内温度確認

自己診断 : TEMP. OVER RANGE

(FLASHING ON ANY 

DISPLAY)

自己診断 : UNDERTENTION 

ｹﾞｰｼﾞ操作を停止にする

温度ﾏﾄﾘｯｸｽﾃﾞｰﾀを記録

し、温度ﾓｼﾞｭｰﾙを交換

No

原因: 重量自動校正機能
で､重量計測した結果、重

量のｴﾗｰ（GVH174)が基準

値（GVH175)を超えた。

自己診断 : ﾜｲﾔ ﾅｶﾞｻ ﾉ ｺｳｾｲ

GVH185の値を増加また

は､重量計測の再校正

ﾜｲﾔ、ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｰｻに

付着物はあるか?

ﾜｲﾔ,ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｰｻ,ﾜｲﾔﾄﾞﾗﾑ

の清掃

No

温度ﾃﾞｰﾀは仕様を

超えているか？

正常動作、温度が仕様範
囲内に戻れば、ｴﾗｰは消

える。

Yes

測定ﾜｲﾔ切断?

重量計測機能確認、異常

の場合、CPU　TCB, 検出

部TCC-3の交換。

切断原因を調査、ﾜｲﾔ交
換、ﾎｰﾙｾﾝｻ調整、重量

校正実施

原因:計測重量がGVH163

で設定した値より小さい。  

(FLASHING ON ANY 

DISPLAY)

(FLASHING ON ANY 

DISPLAY)

Yes

No

Yes

(FLASHING ON ANY 

DISPLAY)

ｺﾓﾝ線は短絡

しているか？
ｺﾓﾝ線の修復

No

Yes

原因:ﾄﾞﾗﾑが一回転するの
に相当するﾓｰﾀ信号がある
にもかかわらず、ｴﾝｺｰﾀﾞか
らのＺ相信号がＣＰＵに入

力されない。

自己診断 : Z ｿｳ ﾉ ｼﾝｺﾞｳ ﾊｲﾗｽﾞ

検出部の交換

TCBの CN5, CN7 は

緩んでいるか?
ｺﾈｸﾀ勘合修復

No

Zｿｳ ﾉ ｼﾝｺﾞｳ ﾊｳﾗｽﾞ

YYMMDDhhmm TT ##

Yes
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重量校正後、GVH370 計測重量の値が 0.0g

自己診断: 計測重量異常の場合 自己診断: 計器操作ができない場合 

0.0g

計測重量

GVH340,341,342

正しい ?

ﾄﾞﾗﾑ周長、ﾜｲﾔ重量、ﾃﾞｨ
ｽﾌﾟﾚｰｻ重量を入れ直し、
ﾎｰﾙｾﾝｻ調整、重量校正

を実行する。

ﾎｰﾙｾﾝｻ調整を実行。

GVH740～743でｾﾞﾛ、ｽﾊﾟ

ﾝ調整が11000、21000ｶｳ
ﾝﾄに調整できないとき

は、検出部の交換

No

No

Yes

ﾎｰﾙｾﾝｻ調整
OK ?

GVH397 

a = b = 65000 ?

重量校正 OK ?

CPUﾓｼﾞｭｰﾙTCBの交換、
ﾎｰﾙｾﾝｻ調整、重量校正

を実行。

ｾﾞﾛｸﾞﾗﾑの重量校正
のﾎﾟｲﾝﾄで、ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｰｻを
持ち上げることをしていな
いため、重量校正が正確
に実施されていない。重

量校正の再実行。

検出部交換、ﾎｰﾙｾﾝｻ再

調整、重量校正の実施。

Yes

Yes

No

No

ｴｷﾒﾝ

ｿｳｻ

GVH024 = ｴｷﾒﾝ ?
NRF560ﾀﾝｸｻｲﾄﾞﾓﾆﾀにて

ｴｷﾒﾝ操作を実行

No

No

Yes

GVH025 = ｴｷﾒﾝ ?

CPUﾓｼﾞｭｰﾙTCBの交換、
ﾎｰﾙｾﾝｻ調整、重量校正

の実施

Yes

  GVH020でｴｷﾒﾝ操作にするが、GVH021はｴｷﾒﾝにならない

 (ｴｷﾒﾝ　以外)

ｿｳｻｽﾃｰﾀｽ

ﾀﾝｸｹﾞｰｼﾞｼｽﾃﾑ及び、ま

たは、更に上位のHost 

CPU よりｴｷﾒﾝ操作を実

行

GVH020 GVH021

ﾄﾗﾌﾞﾙｼｭｰﾃｨﾝｸﾞ: ﾘﾓｰﾄ通信ができない

0

COMMUNIC. STATUS

GVH285 の通信

ｱﾄﾞﾚｽは正しい ?

GVH285にｱﾄﾞﾚｽ設定ま

たは、WM550, Mark 

Spaceのｱﾄﾞﾚｽ用DIPｽｲｯﾁ

を設定。

ﾌﾟﾛﾄｺﾙをGVH286に設定
No

No

Yes

GVH286の通信

ﾌﾟﾛﾄｺﾙは正しい ?

通信ｹｰﾌﾞﾙは

正常 OK?
通信ｹｰﾌﾞﾙの点検・修理

Yes

Yes

No

NMSﾏﾄﾘｯｸｽGVH288の

通信ｽﾃｰﾀｽ参照。0以外

であればはOK.　

 WM550とM/S ﾌﾟﾛﾄｺﾙの

場合は除く。
G2V8H8

受信装置は
OK?

受信装置の点検点修理

NMS端子6(+),7(-)に接続

のｺﾈｸﾀ,内部配線を確認。

NMSの通信ﾓｼﾞｭｰﾙの点

検・修理

No

Yes
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8.4 パーツ交換後の設定

プロサーボ NMS5/7 のパーツを交換後、 およびキ ャ リ ブレーシ ョ ンを ス ター ト させる前に、 以
下の必要なデータ を設定し ます。

･ ワ イヤ ド ラ ムの円周長 ( ワ イヤ ド ラ ム表面上に表示されています )。
･ デ ィ スプレーサの重量 ( デ ィ スプレーサの表面上に表示されています )。
･ デ ィ スプレーサの体積 ( デ ィ スプレーサの表面上に表示されています )。
･ バラ ン ス体積 ( デ ィ スプレーサの表面上に表示されています )。
･ 計測し た液体の密度 (3 層の液体まで )。

･ プロサーボを取付ける タ ン ク の高さ ( セ ク シ ョ ン 7 参照 )。 　

項目 手順 注意

マ ト リ ッ クスグループ : サービス 1. ス タ テ ィ ッ ク マ ト
リ ッ ク スの " キ リ カ
エ＆エラー／ア ラー
ム " GVH=030 " ｢マ ト
リ ッ ク スキ リ カエ｣ 
を呼び出し、 ｢サービ
ス｣を選択し ます。

2. ダ イナ ミ ッ ク マ ト
リ ッ ク スの GVH=340 
｢ド ラ ムシュ ウチ ョ ウ
｣を選択し ます。 表示
された円周長が、 ワ
イヤ ド ラ ムに表示さ
れた長さ と同じであ
るか確認し ます。 違
う 場合には、 ワ イヤ
ド ラ ムに表示された 
長さに調整し て く だ
さい。

･ ア ク セス コード を 51
に設定し ます。

8 　 ト ラ ブルシューテ ィ ング



プロサーボ NMS 5/7

Endress+Hauser 87

注意 !
デ ィ スプレーサの重量と体積は、 底の所
に表示されています。

バラ ン ス体積は、 デ ィ スプレーサが液面
でバラ ン ス し た時に液中に浸かっている
部分の体積です。

1. ダ イナ ミ ッ ク マ ト
リ ッ ク ス "GVH=341"
を選択し ます。

2. ダ イナ ミ ッ ク マ ト
リ ッ ク ス " GVH=342" 
｢デ ィ スプレーサジュ
ウ リ ョ ウ｣でデ ィ スプ
レーサに表示された
重量を設定し ます。

3. ダ イナ ミ ッ ク マ ト
リ ッ ク ス " GVH=343 
" ｢デ ィ スプレーサタ
イセキ｣で デ ィ スプ
レーサに表示された
体積を設定し ます。

4. ダ イナ ミ ッ ク マ ト
リ ッ ク ス " GVH=344 
" ｢バラ ン ス タ イセキ｣
で "GVH=343 " ｢デ ィ
スプレーサタ イセキ
｣ ) で設定し た半分を
設定し ます。

こ の設定では、 液
面が静止状態の時
にデ ィ スプレーサ
位置が決められま
す。

･ 喫水値の計算方法で
す。

項目 手順 注意
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8.5 イ ンテ リ ジ ェ ン ト 機能

8.5.1 測定ワイヤ長さの計算

長期の使用によ り ワ イヤやワ イヤ ド ラ ムに測定液物体が付着し て測定誤差が生じ る こ と があ り
ますので、 定期的にワ イヤおよびワ イヤ ド ラ ムを調べて く ださい。

･ "GVH=175" ｢ホセイ ノ チ ョ ウセイ｣で、 エラー メ ッ セージを液晶画面に表示し ます。 
･ ( 保税仕様では、 使用でき ません。 )

8.5.2 デ ィ スプレーサの重量校正

長期の使用によ り デ ィ スプレーサに測定液物体が付着し て、 重量が変化し、 誤差の原因 と な り
ますので、 デ ィ スプレーサの巻上げを定期的または任意で行います。 "GVH=180" ｢デ ィ スプレー
サ ノ コ ウセイ｣を選択し、 ｢ジ ド ウ｣を呼び出し ますと、 デ ィ スプレーサの重量を計測し校正し ま
す。 ｢シュ ド ウ｣は選択する と、 校正を 1 回のみ行います。 ( 推奨値 ： 10.0g).

･ デ ィ スプレーサの重量が初期計測値と現行の計測値と の誤差が許容範囲内の場合には
"GVH=185" ｢デ ィ スプレーサ フチャ ク キ ョ ヨ ウ｣で設定し ます。 プロサーボは、 液面計測中に
重量補正を自動的に行います。

･ デ ィ スプレーサの重量が初期計測値と現行の計測値と誤差が許容範囲外の場合にはエラー
メ ッ セージが LCD 画面に表示されます。

･ ( 保税仕様では、 使用でき ません。 )

8.5.3 メ ンテナンス予測機能

メ ンテナン スの履歴は "GVH=265" ｢ （部品の管理超過時間） ｣で表示し ます。 履歴の内容は以下
の一覧のご覧 く ださい。 

･ 部品の総使用時間はこ の値に従って管理し ます。
･ ワ イヤ ド ラ ムの総回転数はこ の値に従って管理し ます。
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8.6 スペアーパーツ

スペアーパーツはご注文の際には、 図 30 のオーダーコード番号をご参照 く ださい。 詳細に関し
ま し ては、 弊社サービ ス部門にお問い合わせ く ださい。

図 30: スペアーパーツ

Displacer

017803-0033 
017803-0041 
017803-0036
56004518
70106018
017853-0036
017803-0043

017803-0040

56004508 
56004509

56004295

56004297

56004296

70105994
017800-0253
017800-0255 
017800-0259 
017800-0263 
017800-0267 
017800-0271 
56004339 
017800-0252
7010468456004526

56004527

017800-0113

70106021
70106020
70106019
56004345 
017803-0034 

56004307
56004308

56004257 
56004256 
56004255

56004523 
56004524 
56004519 
56004520
56004521
56004522

56004525

56004441

56004491

56004442

017800-0015

017800-0010
70103937

017800-0017

017800-0005 
56004486 
56004484 
56004485

56004534 
56004533 
56004409 
56004355
70103939

017800-0111

70103938
017800-0021

70103940 
70103941 
70103942 
70103943
52011238 
52011239 
52011236 
52011237

017800-0043
70103944 

017800-0007

56004536

017803-0030

017800-0112

70106498
70106499

70106500

017803-0035 
017803-0066

017800-0221

017800-0241
017800-0242 
017800-0243

70106027
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オーダーコー ド 一覧
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NMS 5/7 　 モジュール一覧
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9 デ ィ スプレーサおよび測定ワイヤ

9.1 形状、 直径、 材質

デ ィ スプレーサ
プロサーボ NMS5/7 では、 各種のデ ィ スプレーサを使用でき ます。
･ 標準タ イプは、 枕型、 直径 50 mm ですが、 直径は 30 mm、 40 mm、 50 mm の中から選択する こ

と ができ ます。
･ 枕型は、 粘着性の液体に有効で、 かつ、 ステ ィ ルパイプのアプ リ ケーシ ョ ンで使用し た場合

でも、 円滑な動作を行います。

デ ィ スプレーサの重量および体積は、 アプ リ ケーシ ョ ンによ って選択し ていただけます。 細型
デ ィ スプレーサは、 液面計測に適し てお り 、 太型デ ィ スプレーサは、 タ ン ク底計測、 界面計測、
密度計測に適し てお り ます。 中間ウ ェ イ ト は、 タ ン ク内で激しい乱流等が発生する場合に使用
し ます （お問い合わせ く ださい）。
デ ィ スプレーサの材質は 3 種類あ り ます。
･ 標準の材質は、 ステン レ ス SUS316 です。
･ ハステ ロ イ C および PTFE( テフ ロ ン ) は、 腐食性の液体用です。
･ 無垢 PTFE( テフ ロ ン ) は、 可燃性液体には使用でき ません。 

保税認可 (NMi または PTB) の仕様を選択されます と、 以下のサイ ズのデ ィ スプレーサをご注文
いただけます。

注意！
NMi ( オラ ンダ ).................Φ70mm
PTB ( ド イ ツ ).....................Φ110mm

測定ワイヤ

･ 測定ワ イヤの材質はステン レ ス SUS316 (Φ0.15 mm) です。
･ ハステ ロ イ C (Φ0.20 mm) および PTFE( テフ ロ ン ) 被覆、 ステンレ ス SUS316 (Φ0.4 mm) は腐

食性液体用です。

保税認可 (NMi および PTB） の仕様を選択されます と、 以下の測定ワ イヤをご注文いただけま

す。

注意 !
SUS316 (Φ0.15 mm) は、 NMi および PTB の仕様を選択し て く ださい。
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9.2 エラーの履歴表示

9.3 アラームメ ッ セージの一覧

項目 手順 注意

 マ ト リ ッ クスグループ : デバイスデータ

タ ッ チコ ン ト ロール

1. ス タ テ ィ ッ ク マ ト
リ ッ ク スの
" GVH=034 " 　 ｢ゲン
ザイ ノ  エラー｣を呼出
し ます。

ス タ テ ィ ッ クマ ト リ ッ クス
2) ス タ テ ィ ッ ク マ ト

リ ッ ク スの " 
GVH=035" に過去の履
歴が最近のものから
順に表示されます。
最大 100 までに履歴
が保存可能です。 100
を超えますと古いも
のから上書き されま
す。 表示の仕方は、
年、 月、 日、 時、 分、
計器内温度、 エラー
の通し番号の順です。
例えば、 97 3192238 
2402 は｢エラー発生時
が 1997 年 3 月 19 日
22 時 38 分で計器内温
度が 24 ℃です。 この
エラーは NMS 取付時
よ り 2 番目のエラー｣
と い う こ と にな り ま
す。 

メ ッ セージ アラームの原因

ジ ョ ウゲンレベル 設定し たア ラーム動作値よ り 液面レベルが高 く なった場合。

カゲンレベル 設定し たア ラーム動作値よ り 液面レベルが低 く なった場合。

ジ ョ ウゲンエキオン ド 設定し たア ラーム動作値よ り 液温度が高 く なった場合。

カゲンエキオン ド 設定し たア ラーム動作値よ り 液温度が低 く なった場合。
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9.4 初期重量設定

9.4.1 デ ィ スプレーサ重量の校正

ワ イヤ ド ラ ムを設定後、 デ ィ スプレーサ重量の校正を行って く ださい。 液面計の計測仕様によ
り 重量校正の方法が異な り ます。 液面計測のみの仕様では以下の 「重量校正、 標準」 を、 液面
計測の他に密度計測及び / または界面計測を行 う 場合は｢重量校正、 密度｣を実行し ます。

注意 !
風や振動は、 デ ィ スプレーサ重量の校正に影響を与えますのでご注意 く ださい。 本体に、 ワ イヤ
ド ラ ム とデ ィ スプレーサが組み込まれている NMS は重量初期設定の必要はあ り ません。

9.4.1.1 　 重量校正、 標準

項目 手順 注意

1. ア ク セス コード を 51
に設定し ます。

"G3V4H0" ：
ワ イヤ ド ラ ム、
"G3V4H1" ：
ワ イヤ重量、
･ 標準 SUS = 1.40
･ PTFE=4.55
･ハステ ロ イ C=2.48
"G3V4H2" ：
デ ィ スプレーサ重量
各刻印データ と マ ト
リ ッ ク上の数値を照
合し ます。

2) デ ィ スプレーサは
キ ャ リ ブレーシ ョ ン
窓または メ ンテナン
スチャ ンバーの所に
位置し ています。 
以下のよ う に設定し
ます。
"G0V2H0"= テ イ シ
"G3V7H9"=0.0 
"G3V7H2"=ON

" デ ィ スプレ イ ダウ
ン ? +/-" で
NO=(-)、 Yes= (+).

　

3) デ ィ スプレーサを持
ち上げ、 Sa と  Sb が
安定する まで待ちま
す。
"E" キーと (-) キーを
一緒に押し ます。
デ ィ スプレーサを元
の位置に戻し ます。

-E2xxxx        1xxxx
0.0 Low on: E& -

3)
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9.4.1.2 　 重量校正、 密度

4) " デ ィ スプレーサ
セ ッ ト  ok?" で "E" を
押し ます。 
" デ ィ スプレーサ オ
ン : E & "+" で、 "E"
キー と "+" キーを 一
緒に押し ます。 . 自動
的にキ ャ リ ブレー
シ ョ ンを始めます。
( 約 10 分 )

5) "2 テーブル メ イ ク ?" 
で No.= (-) を入力し
ます。
" ジュ ウ リ ョ ウ コ ウ
セイ OFF" で "E" を
入力し ます。 

GVH370=GVH342+/- 
2.0 g? で重量を確認
し ます。
Yes な らば校正を実
行し、 no な らば 校
正中の振動がないか
確認し、 ホールセン
サ調整 と校正を再度
行います。

* 常に No=(-) を入力し
ます。

項目 手順 注意

1) ア ク セス コード を 51
に設定し ます。

① "GVH=340" ：
ワ イヤジュ ウ リ ョ ウ

② "GVH=341" ：
ワ イヤオモサ、
･ 標準 SUS = 1.40
･ PTFE=4.55
･ハステ ロ イ C=2.48

③ "G3V4H2" ：
デ ィ スプレーサ
ジ ュ ウ リ ョ ウ

④ "GVH=379" ：
コ ウセイ ヨ ウ カゲン
ノ オモサ =50 ｇ

各刻印データ と マ ト
リ ッ ク上の数値を照
合し ます。

項目 手順 注意

E

E +

Displacer set: ok?

Displacer on? E & +

2xxxx         1xxxx
0.0 Low on: E & -

4)

-2 Table Make?
Yes = +, No = -

OFF
WEIGHT CALIB. E

5)
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2) デ ィ スプレーサ位置
はキ ャ リ ブレーシ ョ
ン窓または メ ンテナ
ン スチャ ンバーの所
にあ り ます。 
以下のよ う に設定し
ます。
"GVH=020"= テ イ シ
"GVH=373"=0.0 
"GVH=379"=e.g. 50.0g

( テス ト 重量 )

" ローウ ェ イ ト セ ッ
ト ?" で
NO(-): キ ャ リ ブレー
シ ョ ン窓、 
Yes (+): メ ンテナン ス
チャ ンバー

を入力し ます。

3) デ ィ スプレーサを 50 
x g のオモ リ と交換
し、 Sa、 S ｂ が安定
する まで待ちます。

"E" と  (-) キーを一緒
に押し ます。

4) 50 x g のオモ リ を外
しデ ィ スプレーサを
ワ イヤに取付けます。

" デ ィ スプレーサ オ
ン : E & "+", で "E" 
と  (+) キーを同時押
し ます。

自動的に校正を開始
し ます。 ( 約 10 分 )

項目 手順 注意

9 　 デ ィ スプレーサおよび測定ワイヤ



プロサーボ NMS 5/7

Endress+Hauser 97

5) "2 テーブル メ イ ク ?" 
で No. (-) を入力し ま
す。
"Weight Calibration 
OFF" で "E" を入力
し ます。

"G3V7H2 +/- 2.0 
grams?"
Yes な らば校正は実
行し、 no な らば 校
正中の振動がないか
確認し、 ホールセン
サ調整 と校正を再度
行います。

* 常に No(-) を入力し ま
す。

項目 手順 注意
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10 アクセサリ

10.1 キャ リ ブレーシ ョ ン チャ ンバー

プロサーボ NMS 5/7 の技術仕様書を参照 く ださい。
NHC4HP ： 高圧用
NHC4LP ： 低圧用

10.2 電源 + コ ン ト ロールスイ ッ チ

NHS8

172

30
0

Ø150

校正チャンバー（低圧用）

フランジ

フランジ

平板の場合

AC110 / 220V

6A / 5A

アルミニューム 
合金鋳物ハウジング

端子箱 鋳鉄

構造 耐圧防爆
d3aG5

NMS

NHS8

1

2

3

4

5

6

7

1

2

16

17

18

LIFT

INST
STOP

OFF

7

6

4

3

5

2

1

OFF
STOP

INST
LIFT

PF (G)1/2
PF (G) 3/4
PF (G)1

h (mm) B
17
20
24

140
140
145

19
3

113

65

LIFT

INST

STOP
OFF

2 - Ø7

12
0 B

接地

仕様
定格電圧

定格電流

認証番号 T3875

接続図

端子No.
端子No.電源

ハンドル
位置 配線

電線管口

電線管口
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10.3 ボールバルブ

NHV4A: ANSI フ ラ ンジ標準ボールバルブ
NHV4J: JIS フ ラ ンジ標準ボールバルブ

10.4 レデュースフ ラ ンジ

NHF4

19
0

153

40
0

本体キャップ

本体

ボール

    Ø317.5
(Ø318)

Ø90
Hole

38
.2

3/4 8-UNC
P.C.D=168.1

12 - Ø22.4(Ø22)
P.C.D=269.7

(   )=JPI

    Ø279

6

 8-Ø23

Φ1
52.
4

P.C.D=Ø241.3

4-UNC 5/8

低圧用

スタットボルト

フランジ

スタットボルト

フランジ

高圧用
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11 技術データ

11.1 技術データ一覧

測定レ ンジ 0 ～ 10/16/28 /36/(100 m、 必要に応じ て可能 )

測定可能密度 0.5 ～ 2.0 g/ml

自己診断機能 測定ワ イヤ張力診断、 レベルデータ入力診断、 通信状態診断、 ステータ ス
状態診断、 コ ンピ ュータ診断等

液面追従速度 0 ～ 2,500 mm/ 分 

表示方式 バッ ク ラ イ ト LCD ( レベル、 温度状態を同時表示 )
( 日本語、 英語、 中国語表示選択可能 )

操作 タ ッチコ ン ト ロール ( タ ッチセンサによ る操作 ) または外部操作接点入力

キ ャ リ ブレー
シ ョ ン

自動キ ャ リ ブレーシ ョ ン ( デ ィ スプレーサ重量変化自動補正、 ワ イヤの伸
縮補正 )

計測補正 タ ン ク屋根沈下量

部品保守管理
情報

動作量および稼働率にて負荷率を加算処理し、 状態情報と し て表示および
出力 

精度 液面レベル : ｱ 0.7 mm ( 測定レ ンジ =10 m, 液体の密度 =1g/cm3 、 デ ィ スプ
レーサ Φ50 mm )
界面レベル ： ｱ 2.7 mm ( 測定レ ンジ =10 m, 液体の密度 =0.2g/cm3、 デ ィ ス
プレーサ Φ 50 mm 

密度精度 0.005 g/ml

タ ン ク底 ｱ 2.1 mm 

電源 高圧タ イプ : 85-264 VAC, 50/60 Hz,
低圧タ イプ : 20-62 VDC / 20-55V, 50/60 Hz

消費電力 最大 50VA, 50W

避雷器 標準装備

許容温度 -20 to +60 ｰ C ( 周囲温度 )
-40 to +60 ｰ C (ATEX Ex d)

重量 NMS 531/534....12kg
NMS 532/5/6/7.... 27kg

保護等級 防滴構造 ： IP 67 / NEMA 4X
耐圧防爆 ： Ex d IIB T4, TIIS 
耐圧防爆 ： EEx d IIB T6, CENELEC
耐圧防爆 ： EEx d IIB T6, PTB Zone 0 ( ｽﾃﾝﾚｽ製ﾄﾞﾗﾑﾁｬﾝﾊﾞｰのみ対象 )
耐圧防爆 ： XP Class 1, Div. 1, Gr. CD, FM 
耐圧防爆 ： Class 1, Div. 1, Gr. CD, CSA 
耐圧防爆 ： EEx d IIB T6, ATEX 
耐圧防爆 ： EEx d IIB T6,ATEX Zone 0 ( ｽﾃﾝﾚｽ製ﾄﾞﾗﾑﾁｬﾝﾊﾞｰのみ対象 )
耐圧防爆 ： EEx d [ia] IIB T6, ATEX
耐圧防爆 ： EEx d [ia] IIB T6, ATEX Zone 0 ( ｽﾃﾝﾚｽ製ﾄﾞﾗﾑﾁｬﾝﾊﾞｰのみ対象 )
耐圧防爆 ： XP-AIS Class 1, Div.1, Gr. CD, FM: EEx d [ia], FM 
耐圧防爆 ： EEx d IIC T6, ATEX
耐圧防爆 ： EEx d IIC T6, ATEX Zone 0 ( ｽﾃﾝﾚｽ製ﾄﾞﾗﾑﾁｬﾝﾊﾞｰのみ対象 )
耐圧防爆 ： EEx d IIB T6, ATEX -40 ℃
耐圧防爆 ： EEx d IIB T6, ATEX Zone 0 -40 ℃

( ｽﾃﾝﾚｽ製ﾄﾞﾗﾑﾁｬﾝﾊﾞｰのみ対象 )

保税仕様認定 PTB ( ド イ ツ ), NMi ( オラ ンダ )

液漏警報仕様認
定

オーバース ピルプロ テ ク シ ョ ン 

塗装色 本体部 ： ラ イ ト ブルー (RAL5012) ； 蓋 ： 白 (RAL7035)

入出力仕様 仕様をご参照 く ださい
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12.2 プログラ ミ ン グ マ ト リ ッ クスの機能説明
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13 附録

13.1 RS 485 MODBUS(COM-5) 終端器

終端器スイ ッ チ設定方法

1. 　 2008 までの RSー 485 通信モジュール

終端処理が要求された場合には、 全ス ラ イ ド ス イ ッチ ( ４ ビ ッ ト ) を ON に設定し ます。

1

2

3

4

O
N

1

2

3

4

O
N
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2. 2009 からの COMM-5 RS- 485 通信モジュール

終端処理が要求された場合には、 全ピア ノ型ス イ ッチ 1-1、 S2-3、 2-3 ､ 2-4 を ON に設定し ま
す。

OFF

ON

SW
2

SW
1

4
3

2
1

SW
2

SW
1

4
3

2
1

ON

OFF
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13.2 測定ワイヤーの取り換え

ワイヤ ド ラムにワイヤを巻 く
1. ワ イヤ保管用にサイ ズ約 300mm(W ) x 300mm(d ) x 50mm( ｈ ) の箱を用意し ます。
2. プラ ステ ィ ッ ク製の袋から測定ワ イヤを取 り 出し ます。
3. ねじ ら ないよ う に箱にワ イヤを収納し ます。
4. ワ イヤ ド ラ ムの溝の穴にワ イヤの終端を収納し ます。
5. ネジでワ イヤの終端を固定し ます。
6. 椅子に座 り ます。
7. 左手で ド ラ ムを し っか り 握 り 、 親指でワ イヤを押さ えます。
8. 右手の親指と人さ し指でワ イヤをつかみます。
9. ワ イヤをピン と引っ張って固定し ます。
10. 左手の親指で押さ えながら ワ イヤ ド ラ ムを回転させ、 溝にワ イヤを巻きつけます。

ネジ
穴

ワイヤ止め穴
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固定ワイヤリ ング

1. 机にワ イヤ ド ラ ムを置き、 500mm のマスキングテープでワ イヤを固定し ます。

2. 以下の手順に従ってワ イヤ リ ングを設定し ます。

マスキングテープ

長さ
　約5
00m
m

10回ワイヤを巻きます。2

3 再度リングに10回ワイヤを巻きます。

このワイヤは損傷があります。

一定の張力をリングにかけ続けます。

三角形をの間隔を維持してくいださい。

4

to 
dru

m

20
0m

m

1 2回リングの巻きます。

5

6

再度リングに10回ワイヤを巻きます。

10回巻きます。

10回巻きます。
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13.3 デ ィ スプレーサ

　

重量:253g

85
m

m 11
6.

6m
m

 Ø50.8mm

Ø50mm SUS 枕型

12
1m

m

15
3.

5m
m

Ø40mm

Ø40mm SUS 枕型

重量:254g

12
1m

m

15
3.

5m
m

Ø30mm

Ø30mm SUS 枕型

Weight : 290g

98
.3

2m
m

Ø50mm

Ø50mm PTFE 枕型
76

m
m

重量:250g

85
m

m 11
6.

6m
m

 Ø50.8mm

Ø50mm AlloyC 枕型

10
9m

m 12
2m

m

Ø40mm

Ø40mm PTFE 枕型

Weight : 240g

15
9m

m

17
2m

m

Ø30mm

Ø30mm PTFE 枕型 

重量: 245g

90
m

m

Ø70mm

Ø70mm SUS 円錐型 NMi - T&W

47
.6

m
m 重量:260g

26
m

m

Ø110mm

Ø110mm PTFE 円錐型 

67
m

m

重量:261g

重量

重量: 260g

84
m

m

Ø50mm

Ø70mm PTFE 円錐型 

Weight : 280g
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取扱説明書
BA1001N/08/ja/04.09

●機器調整 ( 新規調整、再調整、故障 ) 不適合に関するお問い合わせ

　 サービス部ヘルプデスク課

     〒 183-0036 　 府中市日新町 5-70-3

     Tel. 042(314)1919   Fax. 042(314)1941

本誌からの無断転載、複製はご遠慮 く だ さい。また、記載内容は

お断 り な く 変更する こ と があ り ますのでご了承 く だ さい。

Tel.  022(265)2262    Fax.  022(265)8678

■新潟サービス
〒 950-0951 　 新潟市中央区姥ヶ山 4-11-18

Tel.  025(286)5905    Fax.  025(286)5906

Tel.  0436(23)4601    Fax.  0436(21)9364

■千葉サービス
〒 290-0054 　 千葉県市原市五井中央東 1-15-24 斉藤ﾋﾞﾙ

Tel.  042(314)1912    Fax.  042(314)1941

■東京サービス
〒 183-0036 　 府中市日新町 5-70-3

Tel.  045(441)5701    Fax.  045(441)5702

■横浜サービス
〒 221-0045 　 横浜市神奈川区神奈川 2-8-8 第 1 川島ﾋﾞﾙ

Tel.  052(795)0221    Fax.  052(795)0440

■名古屋サービス
〒 463-0088 　 名古屋市守山区鳥神町 88

Tel.  06(6389)8511    Fax. 06(6389)8182

■大阪サービス
〒 564-0042 　 吹田市穂波町 26-4

Tel.  086(445)0611    Fax.  086(448)1464

■水島サービス
〒 712-8061 　 岡山県倉敷市神田 　 1-5-5

Tel.  0834(25)6231    Fax.  0834(25)6232

■徳山サービス
〒 746-0028 　 山口県周南市鼓海 2-118-46

Tel.  093(963)2822    Fax.  093(963)2832

■小倉サービス
〒 802-0971 　 北九州市小倉南区守恒本町 3-7-6

■仙台サービス
〒 980-0011 　 仙台市青葉区上杉 2-5-12 　 今野ﾋﾞﾙ

■計量器製造業登録工場 ■特定建設業認定工場許可（電気工事業、電気通信工事業）




